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「かんたん！クイック•セットアップガイド」について 

LD - 目目 R 4 M 3 には、 ユー ヴーズ マニュアル 外にセットアップガイドび付属しています。 
セットアップガイドは、もっとも一般的な条件でご使用になるお客様び、インターネッ 
卜へ接続するまでの作業手順を説明したものです。まずは、「かんたん！クイック•セッ 
トアップガイド」をお読みください。「かんたん！クイック•セットアップガイド」では 
設定でさない場合、インターネット接続後に、オプション機能などの設定をしたい場合 
は、この ユー ヴーズ マニュアルを お読みください。 


ごま意 

♦本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合びあります。 

♦このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社び所有しています。 

♦このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていたださます。 

♦このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合びあります。 

♦このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますび、万一ご不審な点びございましたら、 
弊社ラニード•ヴポートセンターまでご連絡ください。 

♦本製品のラち、戦略物資または役務に該当するちのの輸出にあたっては、外国為替法に基づく輸出また 
は役務取引許可び必要です。 

♦本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。曰本国外での使用による結果について弊社は一 
切の責任を負いません。また、本製品について海外での保守、サポートはおこなっておりません。 

参エレコム、 ELEC 日 M 、 Laneed はエレコム株式会社の登録商標です。 

♦ Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporati 日 n の登録商標です。そのほか、このマニュアルに掲 
載されている商品名/社名などは、一般に各社の商標ならびに登録商標です。本文中における⑩および TM 
は省略させていたださました。 


ブロードバンドルータ 

LD-BBR4M3 

User's Manual 
ユーザーズマニュアル 


■ はじめに ■ 


この度は、弊社ラニードのブ □- ドバンドルータ" LD - BBR 4 M 3" をお買い上げいただき誠に 
ありびとうございます。このマニュアルにはブ□-ドバンドルータ" LD - 巨 BR 4 M 3" をコン 
ピュータに導入するにあたっての手順び説明されています。また、お客様び " LD - BBR 4 M 3" 
を安全に扱っていただくためのを意事項び記載されています。導入作業を始める前に、必ず 
このマニュアルをお読みになり、安全に導入作業をおこなって製品を使用するようにしてく 
ださい。なお、このマニュアルでは、一部の表記を除いて" LD - 目目 R 4 M 3" を「本製品」と表 
記しています。 


このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください。 


♦このマニュアルで使われている記号 


言 己号 

意 味 


ま!意, 


作業上および操作上で特にを意していたださたいことを説明しています。このを意事項を 
守らないと、けびや故障、乂災などの原因になることびあります。ミち意してください。 




説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 

| Esc || a | 

キーボード上のキーを表わします。 
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I まをにおほいいただ < ために 

LujjbbIi 

けびや故障、乂災などを防ぐために、ここで説明しているを意事項を必ずお読みください。 


A 胃を 

この表示のま意事項を守5ないと、义災 • 感電などによる死 t や大 
けびなど人身事故の原因になります。 

yJv 注意 

この表示のま意事項を守5ないと、感電やその他の事故によりけ 
びをしたり、他の機器に損害を与えたりすることびあります。 


A» ° 


〇 小さな子供のいるそばで、取り付け取りはずしの作業をおこなわないでください。 

また、子供のそばに工具や部品を置かないようにしてください。 

けびや感電をしたり、部品を飲み込んだりする危険性びあります。 

〇 本製品の取り付け、取りはずしのときは、必ずコンピュータ本体および周辺機器 

メー カーのま意事項に従ってください。 

® 本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

乂災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となります。 

本製品か5煙やへんな臭いびしたときは、直ちに AC コンセントか 5 AC アダプタ 
を巧いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、乂災や感電、故障の原因になります。 

本製品に水などの液体や異物び入った場台は、直ちに AC コンセントか 5 AC アダ 
プタを巧いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、乂災や感電、故障の原因になります。 

水を使う場所や湿気の多いところで本製品を使用しないでください。 

乂災や感電、故障の原因になります。 
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安全にお使いいただくために 


注意 


〇 

Q 


本製品の取り付け、取りはずしのときは慎重に作業をおこなってくださし、。 

強引な着脱は、機器の故障や、けびの原因になります。 

本製品を次のよラなところで使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ 
-直射日光のあたるところ 

•平坦でないところ、±台び安定していないところ、振動の発生するところ 
•静電気の発生するところ、乂気の周辺 


長期間、本製品を使用しないときは、 AC コンセントか 5 AC アダプタを巧いてお 
いてください。 
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導入の手順フ □— 

Li1j133^ 


回線事業者やプ□バイダと契約し、 
ADSL / CATV / FTTH 回線用モデムの接続準備を完了しておきます。 


パッケージの内容を確認します。今 P8 


作業の前にを意事項をお読みください。今 P2 


本製品とモデム/コンピュータなどを接続します。今別紙セツトアップガイド 


本製品の基本設定機能を使って、基本的な内容を設定します。今 P19 


インターネットに接続してみます。今 P26 


プ U ントサーバ機能を使用する場合は必要な設定をします。今 P28 


必要に応じてオプション機能を設定します。今 P341U 降 


♦導入後はユーヴ登録 (今 P9 参照促おこな つてください。 
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インターネットに接続できない . 62 

設定ユーティI」ティに接続できない . 63 

2. こんなときは . 72 
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Chapter 1 


準備編 


本製品の接続と設定を始める前に知っておいていたださたいことやプ□バイダ情 
報の準備について説明しています。 
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パツケージの内容を確認する 


LujJ3M^ 


本製品のパッケージには次のものび入っています。作業を始める前に、すべてび 
揃っているかを確かめてください。なお、捆包には万全を期しておりますび、 
万一不足品、破損品などびありましたら、すぐにお買い上げの販売店または弊社 
ラニード- ヴポー ト センターまでご連絡ください。 


参ブ□ードバンドルータ 参 AC アダプタ1個 

"LD-BBR4M 3"] 台 本製品専用のアダプタです。 







• CD - ROM ディスク 


•セツトアップガイド 



♦ユーザーズマニュアル1冊 ♦保証書1枚 

(このマニュアルです） 




Chapter 1 


品の保証とユーザ登録 


夕 

.JI 

—里 


一3 

Lujj^^U 


製品の保証とヴービス 


本製品には、保証書び付いています。内容をお確かめの上、大切に保管してくだ 
さい。 


•保証期間 

保証期間はお買い上げの曰より]年間です。保証期間を過ぎての修理は有料にな 
ります。詳細については保証書をご覽ください。保証期間中のサービスについて 
のご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


•保証節囲 

次のよラな場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ごを意ください。 

-弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
-本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
•本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステ 
ム、機器およびその他の異常 

•修理の依頼 

76ページ「修理の依頼」をお読みください。 


•その他のご質問などに関して 

76ページ「サポートサービスについて」をお読みください。 


ユーザ 登録 

製品の導入び完了したらインターネットからユーヴ登録をおこなってください。 

•オンラインでの登録(辭社ホームページか！5登録び可能です） 

トップページ左にある「ユーヴ登録」からアクセスしてください。 


ホームぺージアドレス： http://www.elecom.co.jp 
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Chapter 1 


I み製 SO) 概要 I 


こごいて 


J^UJJzJzdsJ 


本製品の 4 き長 


•高スループット&高機能の八イグレードモデル 

実効スループットで已 4 Mbps (テストパターン値で9日 Mbps ) の高速ブ□ー ドバン 
ドルータです。 UPnP 対応、4ポートスイッチング HUB などの基本機能に加てプ 
IJ ントサーバ機能、さらには VPN ( IPSec )、 ダイナミック DNS などの最新機能も 
搭載。各種フィルタ U ング機能など充実の八イグレードモデルです。 

•インターネットを専用回線のようにする VPN ( IPSec ) に対応 

本社サーバに各拠点から接続する場合、高価な専用回線や RAS ( U モート-アク 
セス-ヴーバ)による電話回線での接続の変わりに、拠点間を VPN ( IPSec ) を使つ 
てインターネットで接続すると、 IPSec によるカプセル化•暗号化トンネ U ング 
とお張 IP ヘッダフォーマットにより、インターネット回線を第兰者に盗聴されな 
い専用回線のよラに利用できます。これにより、毎月の高額な通信費を大幅に削 
減することびでさます。 

• LAN 上でプリンタを共有できるプリントサーバ機能を搭載 

ネットワーク上の各コンピュータから本製品に接続したプ U ンタへ自由に印刷す 
ることびでさます。 Microsoft ネットワーク共有サービスのプ U ンタ共有のよう 
に、プ U ンタを接続したコンピュータを起動しておく必要はありません。専用ド 
ライバをインス I -ールすれば、あとはプ U ンタポートと IP アドレスを設定するだ 
けの簡単設定です。 

• UPnP 対応でテレビ電話なども簡単に 

UPnP ( Unive「sal Plus and Play ) に対応しています 。 Windows Messenger 
などの UPnP 対応ソフトを使用する場合に、設定ユーティ IJ ティで特別な設定を 
しなくても、テレビ電話や音声チャットなどを楽しむことびでさます。 

《 UPnP ソフトの種類、接続環境などにより、使用できる機能に制限びある場合びあります。 

•4 ポートのスイッチング HUB 機能を搭載 

1日 BASE - TJ 日日目 ASE - TX 対応のスイッチング HUB を4ポート搭載しています。 

• LAN ポートは、 AUTO - MDIX 対応でケーブル接続も安/こ、 

LAN ポートは接続相手びストレート接続かク□ス接続かを自動的に判別する 
AUTO - MDIX に対応していますので、ケーブルの接続ミスから解放されます。 
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3 . 本製品の概要について 


•各種セキュリティ機能を搭載 

NAT / IP マスカレード機能により、簡易ファイヤーウォールに加え、 S 円や Anti - 
DoS によるファイヤウォール機能を装備。 WAN 側からの不正アクセスや攻撃を 
監視し、□グに記録することびでさます。 

•PPPoE 接続で固定の IP アドレスの割り当てび可能 

PPPoE 接続において、固定のグ□-バル IP アドレス （1 個)を割り当てることびで 
さるサービスにも対応してし"'ます。 

•その他の機能 

- Web ブラウヴタイプの設定ユーティ U ティ 

- TCP / IP ^ n トコル対応のコンピュータなら Macintosh 、 Linux の日 S からも接 
続可能 

- DHCP ヴーバ機能を搭載 
-ダイナミック DNS に対応 

• IP 、 パケット、ポートの各フィルタ U ング機能を搭載 

• UPnP をはじめ、特殊アプ U ケーシヨン、 DMZ などの機能によりネットワーク 
対戦ゲームも利用可能(一部、対応しないものもあります） 

-バーチャルサーバにより各種サーバを公開でさるポートフォワーディング機能 
を搭載 

-ファームウェアび設定ユーティ IJ ティから簡単にアップデート可能 


本製品の動作環境 


ルータ機能については、 TCP / IP ^ D トコルを利用できるコンピュータおよび日 S で 
あれば使用でさます。ただし、弊社でサポートしている動作環境は次のとおりです。 


対応機種 

PC/AT 互換機 (D0S/V)、NEC PC98-NX シ U- ズ 

対応日 S 

Windows XP, Windows Me, Windows 98, Windows 2000 

プ U ントサーバ 
機能 

対応機種： PC/AT 互換機 (DOS/V)、NEC PC98-NX シ U- ズ 

対応 日 S : Windows XP/Me/98/2 日日日 

対応プ U ンタ；パラレルタイプのプ U ンタポートを持つ製品 


^1 ] プリントサーバ機能については、プリンタの種類によって、対応 OS でご使用の 
胃場合でも動作しないことびあります。なお、最新の動作環境については、弊社 
主 ~~ ホームぺージ ( http :// www . elecom . co . jp ) をご覧ください。 
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Chapter1 準備編 


各部のち祿とはた5を 


■正面 



① ② 


① RESET 

本製品を工場出荷時の状態に U セツトします。 U セツトの手順は下記の 「 MEMO 」 
を参照してください。 


② LED ランプ 


POWER 

本製品の電源び入っているとさに点灯します。 

Ml 

本製品び正常に動作している場合は1秒間隔で点滅します。 
異常びあると点滅/点灯状態び変化します。 

Link/Act 

WAN 

WAN (インターネット)側に接続されたモデムなどとリンク 
び確立しているとさに点灯します。また、データの送受信 
時は点滅します。 

LAN 1 〜 4 

各 LAN ポートの U ンク状態などを表示します。コンピュー 
夕の LAN ポートとの間で正常に U ンクび確立しているとさ 
に点灯します。また、データの送受信時は点滅します。 

lO/lOOM 

WAN 

モデム〜 WAN ポートの接続タイプを表示します。点灯して 
いるときは 100Mbps 環境で接続されています。消灯して 
いるとさは、 10Mbps 環境で接続されています。 

LAN 1 〜 4 

各 LAN ポートに接続しているコンピュータとの接続タイプ 
を表示します。点灯しているとさは、 100Mbps 環境で接 
続されています。消灯しているとさは、 10Mbps 環境で接 
続されています。 



IJ セツ トの手順 

① 本製品の電源を切っておさます。 

② シヤープペンシルの先などで RESET ボタンを押しなびら、本製品の DC ジヤツ 
クに DC プラグを差し込んで電源を入れます。 

③ RESET ボタンからペン先などを離します。 

④ しばらくすると M ] ランプだけび]秒間隔で点滅するようになり、 U セツトび完 
了します。 
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3. 本製品の概要について 


■背面 



[ 每— 


P 酵 ■■•[ 

S ] 




1 



① ②③④ 


① 

プリンタポート 

本製品のプ U ントサーノく機能を使用する場合にプ U ンタを接続 
します。対応するプ U ンタはパラレルポートタイプのプ U ンタ 
です。本製品側のコネクタ形状は D-Sub2 日ピンです。 

② 

WAN ポート 

CATV/ADSL などのモデムと接続します。 

③ 

LAN ポート 

コンピュータなどのネットワーク機器と接続します。 

④ 

DC ジャック 

本製品に付属の AC アダプタの電源プラグを差し込みます。本製 
品に付属の AC アダプタ1；(外は絶対に使用しないでください。 



MAC アドレスについて 

本製品には WAN 側/ LAN 側のそれぞれに MAC アドレスび割り当てられています。 
♦ WAN 側の MAC アドレスは「管理者設定 ( P 44 参照)」で確認できます。 

♦ LAN 側の MAC アドレスは本製品の裏面のラベルをご覧ください。 
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Chapter 1 


14 作業の前にお読みぐだをい 



~ ~m 


本製品でインターネットを楽しむ場合は、下の準備び完了していることと、プ 
□バイダ情報の内容を確認してから接続作業を始めてください。 


回線事業ち/プ□バイダとの契約と工事 


① 回線事業者/プ□バイダと契約は完了していますか？ 

回線事業者やプ□バイダとの契約を完了しておく必要びあります。また、フレッ 
ツサービスの場合は、 NTT とのご契約と別にプ□バイダとの契約び必要です。 

② モデムなどの機器は準備できていますか？ 

ADSL / CATV / 光フアイバーなどのモデムと本製品を接続する必要びあります。 
モデムを別途購入されるよラに契約している場合は、対応モデムをご用意いただ 
く必要びあります。 

③ 回 I 線工事は完了していますか？ 

回線事業者/プ□バイダとの契約、モデムの設定び完了しても、屋内までの配線 
工事び完了している必要びあります。すでに開通曰を過ぎていることを確認して 
<ださい。 

④ コンピュータ側の必要な機器は準備できていますか？ 

本製品と接続するネットワーク機器には LAN アダプタ(イーヴネットポート)び搭 
載されている必要びあります。コンピュータ本体などに内蔵されていない場合は、 
別途イーヴネットアダプタを準備してください。各機器のセットアップち法はそ 
れぞれのマニユア>1レをお読みください。 
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4. 作業の前にお読みください 


設定に必要なプ□バイダ情報の準備 


本製品を設定する前に、プ□バイダから提供されたプ□バイダ情報び記載された 
資料を準備しておいてください。 


♦ PPPoE 接続の場合ロレツツ ADSL / B フレツツなど） 

フレッツ ADSL や B フレッツなど PPPoE 接続でインターネットに接続するプ□バ 
イダの場合は、下の情報び記載されているはずです。記入欄にメモしてください。 


名称※ 

記入欄ヴ□バイダ情報を記入してください） 

ューヴの※1 


パスワード 


DNS ヴーバ 
アドレス 

□ 自動設定 
□ 手動設定 

手動設定の場合は、 

DNS アドレスをメモして < ださい。 


プライマ UDNS 

セカンダ IJDNS 

■ ■ ■ 



サービス名※2 

(必要な場合のみ） 


プ□バイダによってはアカウント、ユーヴ名などと表記されています。 
《2—部のプ□バイダで必要な場合びあります。 



PPPoE 接続で固定 IP アドレスがある場を 

本製品は PPPoE 接続において、固定のグ□ーバル IP アドレスをひとつ割り付け 
るヴービスに対応しています。 


♦動的 IP アドレスの場台 ( Yahoo 旧 B 、 CATV インターネットサービスなど） 

インターネット側の IP アドレス(グ□ーバル IP アドレス)をプ□バイダ側から自動 
的に取得するサービスの場合は、1；(下の情報び記載されているはずです。記入欄 
にメモしてください。 


名称 

記入欄ヴ□バイダ情報を記入してください） 

DNS ヴーバ 
アドレス 

□ 自動設定 
□ 手動設定 

手動設定の場合は、 

DNS アドレスをメモしてください。 


プライ 7 UDNS 

セカンダ UDNS 

■ . . 


. . . 

ホスト名※！ 

(必要な場合のみ） 


一部のプ□バイダで必要な場合びあります。 
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Chapter 1 準備編 


参静的 IP アドレスの場合個定 IP アドレスび提供されるヴービス） 

インターネット側の IP アドレス(グ□ーバル IP アドレス)び固定で割り当てられる 
サービスです。 


名称 


記入欄ヴ□バイダ情報を記入してください） 


WAN 
IP アドレス 


グ□ーバル IP アドレスです。 


WAN 

ヴブネットマスク 


WAN 

ゲートウエイ 


DNS ヴーバ 
アドレス 


プライ 7 UDNS 
セカンダ UDNS 
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二耐バみ i 


Chapter 2 

インターネット接続編 


本製品を各機器と接続し、設定ユーティ U ティを使ってインターネットに接続で 
さるよラにします。 
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Chapter 2 


I ブ本製品を按続する 


LujJ3MjJ 


別紙の「セットアップガイド」の「3.機器をつなざましょう」を参考に接続して 
ください。プ U ントサーパ'機能をご利用になる場合は、インターネットへの接続 
を確認でさてから、プ U ンタを接続して必要な設定をしてください。プ U ントサー 
バ機能については、 P 28 「1.プ U ントサーバ機能を利用する」をお読みください。 


電源を入れる順居 

電源を入れる順序を間違えると、設定ユーティ IJ ティを表示でさないことびあり 
ます。 

① もう一度、「セットアップガイド」をお読みになり、ケーブルび正しく接続さ 
れていることを確認します。 

② モデム(終端装置)の電源を入れます。 

③ 本製品の電源を入れます。 

④ コンピュータの電源を入れます。 


表示ランプの巧認 


①モデムの説明書をお読みになり、モデムの表示ランプび正常に点灯しているこ 
とを確認します。 

③本製品の Link / Act の WAN ランプび点灯していることを確認します。 

一消好している場合、モデム〜本製品間び正常に接続されていません。 

③本製品の Link / Act の LAN ランプび点好していることを確認します。 

一消灯している場合、コンピュータの電源び入っていないか、本製品〜コン 
ピュータ間び正常に接続されていません。 

♦このあとは、本製品の設定ユーティ U ティを使って、インターネットへ接続す 
るための設定をします。 P 19 「設定ユーテイ U テイを表示する」へ進みます。 
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ユーテイ U テイを表示する 

LllJlBB 


夕 

：ai 

—里 

一3 



プ□バイダからの情報などを設定するために、本製品の設定ユーティ IJ ティを表 
术しま9—。 



すでにネットワークを使用している場を 

各コンピュータの1"じド/1ドプロトコルび無効であったり、□一カル IP アドレスを 
手動設定している場合は、先に設定の変更び必要です。 P 66 の Check 7をお読 
みになり、設定を変更してください。 


•• Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 

WM ブラウザの「アドレス」に、キーボードか5 「 http ://192.168.1.254」 と入 
力したあと、 I Enter 」 キーを巧します。 



入力ずる 


•2 回目！;(降、本製品の IP アドレスを手動で変更している場合は、そのアドレス 
を入力します。 

• 設定ユーティ U ティ画面び表示されます。 


左フレームにある「システムパスワード」に、キーボードか5 「 admin 」 と入力 
し、 I □グイン」ボタンをクリックします。 


LD-BBR4M3 


メインイニュー 
(R1.94e5v) 
システム畑 


^システム状巧 


クシステムバスワード ' 


巧りのリース時間 


臣 




功設定： adminj^ 

I □。ィンイ — 


サブネットマスク 


民.'-トゥェィ 


r 


軍 


氏力ずる] 


0 . 0 . 0 .Qf 


, U ツク 


- ] 度アクセスしてパスワードを変更している場合は、変更後のパスワードを入 
力します。 


^11不特定多数の人が利用するよラな環境では、第与者に設定を変更されないよラ 
:に、インターネットへの接続を確認した後、パスワードを変更するよラにして 
ください卜 P 44 参照)。 
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Chapter 2 


I 本設定をする 

I け Liw ぉ d 

ご契約の回線事業者/プ□バイダによって WAN の種類腊続タイスび異なります。 
P ] 已「設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモした内容をここで使用します。 


•基本設定の操作の流れ 


WAN の種類を指定ずる 



WAN の種類に合わせてプ□バイダ情報を設定ずる 


設定を保存する 


設定を保をします。これでインターネットに接続する準備は完了です。 


WAN の種類を指定ずる 


PPPoE 接続、動的 IP アドレス、静的 IP アドレスの中から接続ち法を選択します。 


PPP over Ethernet 

-般的に PPPoE 接続と呼ばれる接続方法です。フレッツ ADSL 、 

巨フレッツなどびこの接続方法です。 

動的 IP アドレス 

プ□バイダ側から自動的にグ□ーバル IP アドレスを割り当てら 
れる接続方法です。 Yaho □旧 B やほとんどの CATV インターネッ 
トサービスびこの接続方法です。 

静的 IP アドレス 

プ□バイダ側から固定のグ□ーバル IP アドレスを割り当てられ 
る接続方法です。 


WM I 基本設定 I ボタンをクリックします。 


仰 .94 巧V) 


クイック 


システムれ g 1 

管 9 看投を I 



gsr システム巧巧 



サブネットマスク 0.0.0.0 


ヴートウエイ 0.0.0.0 


ク1|ック^ 
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3 . 基本設定をする 


Wk 「 WAN の種類」を設定します。初期値は「動的 IP アドレス」です。他の接続夕 
イプの場合はボタンをクリックしまず。 




さ本おを 


ク IJ ックノ1 



► LAN IP アドレス 192.1 ^.254 

► WAN の巧舞 • めめ IP アドレス j [ をを，- 


-変更の場合はクリック J 

►本ストる 1, .• 1けブシヨン） 

► IP ぞ洋?1こぞ巧 □ちタカ <き商巧巧綜} 

1な巧1 1キャン t ル II ヘルプ1 




参 r 動的 IP アドレス」を選択した場合今 P 23 r 動的 IP アドレスでの設定」へ 

参 rPPP over Ethernet 」 または「静的 IP アドレス」を選択した場台 

今手順〇へ 


Kf 接続タイプを選択して rwi ボタンをクリックします。 



♦ rPPP over Ethernet 」 を選択した場合今 P 24「 PPPoE 接続での設定」へ 
♦ 「静的 IP アドレス」を選択した場合今次ぺージ r 静的 IP アドレスでの設赴へ 
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Chapter 2 インターネット接 続編 


プ□バイダ情報を設定する 


静的 IP アドレスでの設定 


Wk P 1 曰 r 設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモしたプ□バイダの情報を入力 
しまず。 


巧 S 本設定 


► LAN IP アドレス 

1192.168 .1.254 | 

► WAN の巧領 

爵め IP アドレス を 足 1 

► WAN IP アドレス 

1202.151 .23.57 | 

► WAN サブネットマスク 

1255.255 .255.0 1 

► WAN ヴートウユイ 

1202.151 .23.1 1 

► ブライマ UDNS 

1232.11 .9.53 1 

► fe カンダリ DNS 

1232.11 .9.54 1 

If *# II キャンセル II ヘルプ II 再起が）1 

巧巧しました。を更は再起め巧に 

:ちかになります。 


LAN IP アドレス 

通常は変更する必要はありません。既存のネットワークなど 
に合わせる必要びある場合などに変更します。 

WAN の種類 

「静的 IP アドレス」と表示されます。 

WAN IP アドレス 

プ□バイダより提供された固定のグ□ーバル IP アドレスを入 
力します。 

WAN サブネットマスク 

プ□ノ くイダより指示された数値を入力します。 

WAN ゲー トウエイ 

プライマリ DNS 

セカンダリ DNS 


Wm ずべての設定び終われば、 P 25 r 設定を保存ずる」へ進みます。 
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3. 基本設定をする 


動的 IP アドレスでの設定 


Wk P 1 己 r 設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモしたプ□バイダ情報を入力し 
まず。 

is 基本お定 I 


► LAN IP アドレス 

fl 92,168 ,1.254 | 

► wan の辖舞 

扭め IP アドレス 1 をを 1 

► ホストる 

ゎブション） 

► IP ぞ巧にを抗 

□ちか r ■さ@巧欺^ 

1は巧 II キャン t ル 

II ヘルプ11再超れ1 


1 f 呆巧しました。ま:更は巧起かなにちかになります。 

I_ 


LAN IP アドレス 

通常は変更する必要はありません。既存のネットワークなどに合わ 
せる必要びある場合などに変更します。 

WAN の種類 

「動的 IP アドレス」と表示されます。 

ホスト名 
(オプション） 

CATV 回線を利用するプ□バイダなどで必要な場合びあります。プ 
□バイダからの指示びあつた場合に入力します。 

IP を常に更新 

通常は変更する必要はありません。有効回にすると、システムの再 
起動時や U —ス時間切れで回線び切断された場合、自動的にプ□バ 
イダに再接続します。 

※コンピュータび起動していないとさでち再接続します。 



J - COM など @ NetHome 系のサービスをご利用のち 

P 74 「補足] J - COM など © NetHome 系の設定」をお読みください。 

DNS アドレスが手動入力の場を 

DNS アドレスび手動入力の場合は、基本設定を完了した後、 P 46「 DHCP ヴー 
パ'」のその他の設定で、「プライマ UDNS サーバ」と「セカンダ UDNS サーバ」 
にアドレスを設定してください。 

設定を変更しなかった場合 

ほかに設定する項目はありません。 P 26 「4.インターネットに接続する」へ進ん 
で < ださい。 


設定を変更した場台は、 P 25 r 設定を保存ずる」へ進みまず。 
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Chapter 2 インターネット接続編 


PPPoE 接続での設定 


Wk P 1 己 r 設定に必要なプ□バイダ情報の準備」でメモしたプ□バイダ情報を入力し 


まず。 


巧き本ぉ定 


► LAN IP アドレス 

1192.168 .1.254 | 

► WAN のな鋪 

PPP over Ethernet | ぶち 1 

► PPPoE アカウント 

|account@e leco m-lane | 

► PPPoE パスワード 

1 

► 最大アイドル巧間 

[300 1 巧□自か再掉搞 


-•、* 

1巧な1 1キサンむ1» 1 1その化の設定》 II かルプ1 1ちを助1 

巧なしました。あま1原め谢こち細こか—みす， 


1 


このボタンをク U ックするとオプション設定び表示されます。 


► PPPoE サービスを _5 [ _ I 巧ブション) 

►割当てられた IP アドレス ][〇'〇'〇'〇 ] 幻ブシヨン） 


※オプションはプ□バイダより指示びある場合だけ入力します。 


LAN IP アドレス 

本製品の IP アドレスです。本製品を接続するネットワークにすで 
にミ夫まった IP アドレスびある場合にだけ変更します。 

WAN の 種類 

現在選択中の WAN の種類 (PPP over Ethernet ) び表示されます。 

PPPoE アカウント 

プ□バイダより提供されたユーヴ ID (アカウント)を入力します。 

PPPoE パスワード 

プ□ノくイダより提供されたノてスワードを入力します。 

最大アイドル時間 

アイドル時間(インターネットにアクセスしていない時間)び設定 
した時間を超えるとインターネットへの接続 ( PPPoE セッション） 

を切断します。「0」を入力するか「自動再接続」を有効にすると、 
アイドル時間に関係なく PPPoE セッションは接続されたままに 
なります。「自動再接続」を有効にしている場合は、システムを再 
起動したり、回線び切断されたあとでち、自動的にプ□バイダに 
再接続します。 

PPPoE サービス名 
《2 

プ□ノ くイダより入力するように指示びあった場合に入力します。 

割り当てられた 

IP アドレス※ 2 

通常の PPPoE 接続では入力の必要はありません。固定 IP アドレ 
スを取得するサービスをご契約されている場合に入力します。 


アカウント等の名称はプ□バイダによって異なります。例えば、アカウントはユーヴ 
名やユーヴ ID などと表記されている場合びあります。 


《2この項目の設定び必要な場合は 、Iその他の設定>> I ボタンをク U ックします。 

Kl すべての設定び終われば、次ページ r 設定を保存する」へ進みます。 
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3. 基本設定をする 


設定を巧をずる 


プ□ノくイダからの情報の設定び終われば、設定を保をします。 


Wh 設定び終れば、 rwi ボタンをクリックします。「保存しました。変更は再起動 
後に有効になりまず。」と表示されます。 


► 最大アイドル時間 1300 1 枝□自助再巧続 


ク U ック 

1 と:^、，わ II . II ス /TW ルの i な字 "w 1 1 A II.-y 1 1 あかが1 1 



1ホ1十レみ、 ブ•: 

ゾ 


注!意 


重要 


必ず I 保存 I ボタンをクリックしてください！ 


「 WAN の種類」を変更して保存した場ち、その時点で画面上に「保存されま 
した。変更は再起動後に有効になります。」とメッセージび表示されます。しか 
し、この時点で保存されているのは、 WAN の種類の変更だけで、プ□バイダ 
情報は保存されていません。すでに画面上に上記のメッセージが表示されてい 
ても、プ□バイダ情報を入力した後に、もラー度ボタンをクリックして 


<ださい。 


I 再起動 I ボタンをクリックします。 


► 最大アイドル時間 r 如0 1わ□自か再巧搞 

[ im ]\ キャンセル II その化の設定>>~ II ヘルプ11再起か4 

1' 呆なしました。変をは再起め巧 I こをかになります。 


ク11ック^ 


P 1 再起動を確認するメッセージび表示されますので、ボタンをクリックし 
ます。 


ク11ック^ 


WM 本製品のシステムび再起動し、しば5くずると〈システム状態〉画面び表示され 
まず。 



これでプ□バイダ情報の設定は完了でず。次にインターネットに接続できるかを 
確認しまず。次ぺージの「4.インターネットに接続ずる」へ進みまず。 
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f インターネツトに接続する ^ 

LujjBaid 

設定び終わればインターネットに接続でさるかをテストします。 


Internet Explorer などの Web ブラウザを起動します。 


任意のホームぺージアドレスを入力し、キーボードの 「Enter |キーを巧します。 
ここでは、例として rhttp :// www . elecom . co . jp 」 と入力します。 



♦ http :// www . elecom . co.jp を入力した場を 

※画面例の表示内容は更新により、変更されることびあります。 


目的のホームページび表示されるか確認してください。正常に表示されない場合 
は、 P 目0付録編「1.トラブルチェック」をお読みください。 


このあとは 

-プ U ントサーバ機能を使う今 P 28 「1.プ U ントサーバ機能を利用する」 
- VPN ( IPSec ) を設定する今 P 34 に. VPN を設定する」 

-詳細な設定をする吟 P 43 「3.設定画面の IJ ファレンス」 




Chapter 3 

機能編 


機能編では、プ U ントサーバ機能を使って各コンピュータびネットワーク経由で 
プ U ンタから印刷できるよラにするための方法について説明します。また、設定 
ユーティ U ティを使って本製品の詳細な機能を設定するち法についても説明して 
います。 
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プリントヴーバ機能を利用する 

本製品のプ U ントサーノ（機能を利用するち法について説明します。 


プ IJ ントサーパ機能について 


本製品のプ IJ ントサーバ機能を利用すると、 LAN 上のコンピュータからネット 
ワーク経由で本製品に接続されたプ U ンタから印刷でさるようになります。 
Microsoft ネットワーク共有サービスによる「プ U ンタ共有」ではプ U ンタを接 
続したコンピュータを起動しておく必要びありますび、プ U ントサーバ機能では 
そのよラなわずらわしさはありません。 


プ U ンタ 



コンピュータとプリンタが本製品を経由して 
ネットワークで結ばれ、自由に各コンピュー 
夕から印刷でさるよラになります。 


•設定はこんなに簡単です！ 



プ U ンタの設定をします。これでプ U ンタの準備びできました。 


isj アプ U ケーシヨンから印刷を実行します。 

《3と4の作業はコンピュータにプ U ンタを直接つないだとさでち必要な作業です。 


1. プリントサーバ機能を利用する 


プリンタを接続する 


本製品のプ U ンタポートとプ U ンタをプ U ンタケーブル(セント□ニクス36ピン 
コネクタ)で接続します。 


プリンタ 



本製品背面 


プ U ンタケーブル 

(セント□ニクス3目ピンコネクタ） 



プ IJ ンタポート 
( D - Sub 2 己ピンコネクタ） 


ソフトウエアをインストールずる 


WM 付録の CD - ROM をドライブに入れまず。自動的にメニュー画面び表示されまず。 

. メニュー画面び表示されない場合は、 CD - ROM の内容を開き、 rlnstall (. exe )」 
をダブルク U ックします。 


I プリントサーバソフトウ I ア①インストール I ボタンをクリックします。 



〈 Welcome 〉 画面び表示されますのでボタンをクリックします。 
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Chapter 3 機能編 


PI インス!ル先を指定しまず。通常はそのまま変更する必要はありませんので、 
I Next J ボタンをクリックします。 



インス!-ール先を変更した 
い場合は、ここをクリック 
してインス I -ール先を指定 
します。 


ク U ック 


WiM 〈Setup Complete ) 画面が表示されますので| Finish |ボタンをクリックし 
ます。 


〈 reboot 〉 画面び表示されます。プリントヴーバ用のソフトウェアを使用するに 
は再起動する^^、要びありますので 「 Yes , I want to restart my computer 
now 」 を選択し、ボタンをクリックします。 



10 make broadband router worKable for you, please rememDer 
rebootingyour computer... 

な Vjar 1 U ■ ユ 1 1 レ 1 こ [1 ユ It mil rximmilnf . u l.jl.' ^ 

9 ここを選択 J 

1 

iiesj wanl lo reslarl my computer now .： ^ 

广 NoJ will restart my computer later. 

- クリック J 

1 OK 古 


1 ク 


これでプリントサーバ用のソフトウェアびインストールされました。同じように 
各クライアントに、このソフトウェアをインス!ルし、このあとの「プリンタ 
の設定をずる」へ進みます。 
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1. プリントサーバ機能を利用する 


プ IJ ンタの設定をする 


ここでは 、 Windows XP の画面を使用しています 。 Windows Me /98 では画面 
構成び異なる部分びありますび同じ手順で設定でさます。 



Windows 2000 /NT 4.0での設定 

この説明を参考に、印刷先のポートで 「 PRT:Print Server 」 を選択してください。 



「基本設定」で本製品の IP アドレスを「192. 168.1.2 已4」から別の IP アドレ 
スに変更している場をは、次ページの手順0のように印刷先のポートを選択 
したあとで 、 Windows XP では| ポートの構成 |ボタンを 、 Windows Me /98 
では I ポートの設定 I ボタンをクリックし、変更後の IP アドレスを入力してくだ 
さし、。詳しくは P 72 「プリントサーバが使えない。」の本製品の IP アドレスを変 
更 した場ちの設定ち法をお読みください。 


WM プリンタを使用するクライアント（コンピュータ）に、あ5かじめプリントサーバ 
用ソフトウェアとプリンタのドライバをインストールしておきます。 

•プ U ントサーバ用ソフトウェアのインス!-ールち法は、 P 29 「ソフトウェアを 
インス!-ールする」をお読みください。 

-プ U ンタドライバのインス I -ールち法はプ U ンタのマニュアルをお読みくだ 
さい。 


R 1 Windows XP では[スタート]一隙赶一ロント□-ルパネル]一[プリンタとそ 
の他のノ ドウエア]^ [プリンタと FAX ] を選択します。 

- Windows Me /98 では[スタートト歐妇イプ U ンタ]を選択します。 


使用ずるプリンタ名にマウスのポインタを合わせてちクリックします。「プ□パ 
テイ」を還択しまず。 


区]プリン5のインストール 
がげ刷ジョブのを示 
巧刷設定の涯巧 
刷の一 B がきと 
&このブリンタの其ち 
このプリンタのるおをを 
y このプリンタの刖除 
ぶプリン》のプ□バティの設定 




其ち(ぶ… 

プリン摊才乃インでほ用する(が 


シヨー トカットのけぶを〉 
刖陈屯） 

るおのをを(凹） 


-ここでは、例としてプ U ンタに EPSON LP -17 日日 S を使用しています。 
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Chapter 3 機能編 


g 扇 Windows XP では【ポート】タブを選択します 。 Windows Me /98 では【詳細】 
タブを還択しまず。 



ク U ック 


♦Windows Me /98 の場含 



ク U ック 


• 表示されるタブの数や種類はプ U ンタの機種によって変化します。 


U Windows XP では「印刷ずるポート」の 「 PRT : PRINT Sever 」 を選択します。 
Windows Me /98 では「印刷先のポート」のプルダウンメニューを開を、 
「 PRT : (PRINT Sever )」 を選択します。 



ここを選択] 


♦Windows Me /98 の場合 

を肢詳細 I 巧ち I を本設ミ I レイ巧卜 I 卜が—レイ I 巧巧 i ミミ I トティリティ I 
令 EPSON LP-1700S 


过 ぶ] 


印刷先のポ-卜(り： 



ここを選択 J 
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1 . プリントサーバ機能を利用する 


W % プリンタのプ□パティのボタンをクリックします。 

-〈プ U ンタ〉画面び閉じます。 


WA ワープ□ソフトや Web ブラウザなどで適当な内容を表示し、印刷機能を選択します。 


「プリンタの選択」または「プリンタ名」に、本製品に接続されたプリンタの名 
称が表示されていることを確認してテスト印刷を実行します。 


を股 [_ 


プリンタの涅巧 


圏 W 

プリン々の胤。圓ィ 

if ar； 11151 


巧渡勒话完了 

巧所 

コ於卜 


□ファイルへ化力の 


詳細設定(巧 


「プリシタのがま ( か ..I 


プリンタ名を確認. 


♦Windows Me /98 の場を 


过 ぶ] 


プリンタ - 


プリンタを ( が ： im 


Ki 3 ~ ブ"巧ィが ■ 


は'態 
桂謁 
巧巧 
コブント 


巧巧ほうプリシタ：话用巧お 
EPSON LP-1700S 
PRT ： 


厂ファイルへ化力(じ 


「か刷あ囲- 


( 7 がて(か _ 

广ベーリ旨定(自） |1 ■ ページからの 

li ページまでの 

广遥祈した部分を） 



プリンタ名を確認^ 


-用紙設定等は環境に合わせて設定してください。 


1/]設定び正しければ画面に表示されていたページび印刷されます。 


これでプリントサーバ機能び利用できるようになりました。各クライアントで同 
じように設定してください。 
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Chapters 


I を設定する 


LujJ3ULt 


VPN とは Virtual Private Networks の略称でインターネット回線などを利用し 
てルータ間を接続し、仮想的にひとつの LAN として扱ラ技術です。本製品は、イ 
ンターネット回線を利用しなびらも専用回線のようにセキュ U ティ性の高い通信 
びでさる IPSec という技術を使用して VPN を実現しています。本製品では最大己 
つの接続先を設定することびでさ、同時に通信することびでさます。 

VPN をご利用になるには、ネットワークに関する知識が必要になります。知識 
:1胃がないままに利用されますと、トラブルの原因になりますのでご注意ください。 
^また、 VPN 機能はインターネット上をやり取りするデータの安全性を高めるた 
めに、さまざまな処理をします。そのため、 VPN を使用した接続先とのデータ 
をやり取りは、 VPN を使用しない一般のインターネット通信に比べ転送速度が 
遅くなります。 


VPN ( IPSec ) について 


インターネット回線を使ってデータのやり取りびでされば、専用回線を利用する 
のに比べ大幅なコストダウンび実現できます。しかし、インターネット回線はデ 
一夕び第兰者に傍受されたり、改ざんされる恐れびあります。それを回避するた 
めにインターネット回線を経由してやり取りされるパケットを暗号化する技術び 
VPN です。 

本製品では、 VPN の手段として IPSec び利用されます。 IPSec はデータの暗号化 
と IP カプセル化を組み合わせてトンネ U ングする技術です。11<日プロトコルで卜 
ンネルを確立するために認証キーを交換し、トンネルび確立されると、今度は暗 
号化アルゴ U ズムや認証アルゴ U ズム、暗号化のための認証キーなどを交換して、 
データのやり取りび始まります。 IPSec は、それぞれのルータとネゴ シエ ー シヨ 
ンレベルでトンネルを確立するので、セキュ U ティ性び高くインターネット回線 
でを重要なデータを安必してやり取りでさます。 
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2. VPN を設定する 


VPN を設定する 


VPN 設定のメイン画面の内容について説明します。詳細設定画面などの内容は、 
次ページ rvpN の設定例」を参考にしてください。 



If 呆巧 II キャン t ル II ヘルプ) 


•VPN 

VPN 機能の有効/無効を指定します。チェックすると有効になります。 

VPN 機能はインターネット上をやり取りするデータの安全性を高めるために、 
:±1^ さまざまな処理をします。そのため、 VPN を使用した接続先とのデータをやり 
取りは、 VPN を使用しない一般のインターネット通信に比べ転送速度が遅くな 
ります。 VPN が有効であっても VPN を使用しないインターネット通信(ホーム 
ページを見るなど)は、無効と同じ転送速度で使用でさます。 


• トンネルの最大使用数 

VPN は転送速度を低下させるので、同時に利用でさるトンネル数を制限すること 
で転送速度の極端な低下を防ぎます。このトンネル数とは、次ページの「トンネ 
ル名」で設定されたトンネルの ID 数を指します。設定範囲は]〜己です。 

次ページのトンネル名で已つの接続先を設定した場合でち、ここで最大使用数を 
：1^ 3に設定すると同時に使用でをる接続先の数は最大で3になります。 
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Chapter 3 機能編 


• トンネル名 

接続先を識別するためのトンネルの名称を入力します。本製品は最大己つの接続 
先を登録することびでさます。また、ひとつの接続相手に対して複数のトンネル 
を作成し、接続のたびに使用するトンネルを切り替えることでセキュ U テイ性を 
高めることちでさます。 


•鍵管理方式 

IPSec による VPN は手動鍵管理ち式と自動鍵管理ち式 ( IKE ) の2種類の鍵 ( Key ) 取 
得ち法をサポートしています。手動鍵管理ち式の場合は、それぞれのシステム管 
理者により、2つのルータの VPN 設定の認証ち式や暗号鍵を手動で設定します。 
自動鍵管理ち式 ( IKE ) では、これらを自動的に設定しますので、システム管理者は 
2つのルータの VPN 設定に同じプレシエア-キーを設定するだけかまいません。 


• I 設定 1 ボタン 

このボタンをク U ックすると、トンネルごとの詳細設定の画面び表示されます。 


VPN の設定例 


ここではある企業の東京支店と大阪支店を VPN で接続する架空の設定を使った設 
定例を説明します。この設定例を参考に実際の設定値を入力してください。 



VPN 設定は複数のページに分かれています。設定を保存せずにページを移動す 
ると、その設定は保存されません。設定を変更した場合は必ずページごとに 
rwi ボタンをクリックして設定を保存してください。また、各ページから前 
のページに戻る場をは、ブラウザの「戻る」ボタンを使用してください。 


•基本条件 



をちホ巧 

十 R 后ホに 

VPN ルータ名 

巧巧文に 

第一目目 R4M3 

入 1 の又に 

第こ巨巨 R4M3 

WAN 側 IP 

10.10.0.1 

10.10 .0.2 

LAN 側 IP 

192.168 .0.1 

192.168 .1.1 

LAN 側 1 マスク 

255.255 .255.0 

255.255 .255.0 


《 WAN 側 IP は例として架空の固定 IP アドレスを記載しています。 

《 LAN 側 IP は、それぞれで異なるサブネットに設定する必要びあります。 
例東京支店二 192.1 目 8.0.X 大阪支店二 192.1 目 8.0.X は不可 
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2. VPN を設定する 


•共通設定項目の設定例 



ミなモイ万 II 

備お 

_ 

プレ シエアキー 

巧疋 1 タリ 

elecom 

丽ち 

英数字、文字列 

IKE DH 

グループ1 

選択項目 

IKE 暗号化 

3DES 

選択項目 

IKE 認証 

SHA1 

選択項目 

IPSec プ□ポーザル名 

laneed 

英数字、文字列 

IPSec DH 

グループ己 

選択項目 

IPSec カプセル化 

ESP 

選択項目 

IPSec 暗号化 

3DES 

選択項目 

IPSec 認証 

MD 已 

選択項目 


•個別設定項目の設定例 


^ ---- _ 

まちホに 

Ht-R 后ホに 

備お 

^ 

トンネル使用数 

巧巧文に 

1 

入 1 奴又に 

1 

丽ち 

数字 

トンネル名 

tokyotunnel 

osakatuneel 

英数字、文字列 

IKE プ□ポーザル数 

1 

1 

数字 

IKE プ□ポーザル名 

tokyoike 

osakaike 

英数字、文字列 

有効期限 

300 

300 

数字 

有効期限の種類 

sec 

sec 

選択項目 

IPsec プ□ポーザル数 

1 

1 

数字 

有効期限 

300 

300 

数字 

有効期限の種類 

sec 

sec 

選択項目 


IP アドレスの設定手順ま京支店第一 BBR4M3 


■ WAN 設定の手順 

① 基本設定で WAN の種類を「静的 IP アドレス」に変更します。 

② 基本設定の WAN IP アドレス、 WAN サブネットマスク、 WAN ゲートウェイを 
入力します。 

(設定例 ) WAN IP 二 10.10.0. / WAN ヴブネットマスクニ255.2已已 .0.0 
l / l / ZW グー トクェィづ □; くイダ側のアドレス 

■ LAN 設定の手順 

①基本設定の LAN IP アドレスに東京支店の LAN 側 IP アドレスを入力します。 
(設定例 ) LAN IP 二192.1 68.0. 1 

③ DHCP サーバの「有効」をチェックします。 
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Chapter 3 機能編 


■ VPN の設定手順東京支店第一 BBR 4 M 3 


参 VPN 設定か5 VPN の^ぺージ目の設定 

由 VPN 胜定 


► VPN 

► トンネルの最大ほ用数 


囚ちか 

己 



[7*1? J I キャン tz ルルブ ] 


① VPN の「有効」をチェックします。 

③「トンネルの最大使用数」に使用数を入力します。 例=1 

③ 「トンネル名」に名称を入力します。 例二 tokyotunnel 

④ IKE の自動鍵生成か手動生成か選択します 。例二ここでは自動鍵生成を選択 
⑥ボタンをク U ックして2ページ目(詳細設定)を表示します。 


♦ VPN 設定か 5 VPN の2ぺージ目(詳細設定)の設定 


巧 ! VPN 設定 

-トンネル1 

► トンネル宅！ 

josakatunnei | 

► □一カルサブネット 

1192.168 .0.0 1 

► ローカルネットマスク 

1255.255 .255.0 1 

► リモートサブネット 

1192.168 .1.0 1 

► リモートネットマスク 

1255.25 日. 25 目. 0 1 

► リモートプートウユイ 

110.10 .0.2 1 

► ブレシ X アー•キー 

► IKE ブロボーザルー長 

lelecom | 

1 IKE ブ□ポーザルの遇お 1 

► IPSec ブロボーザルー長 

[IPSec ブ□ポーザルの进巧 J 


Q 呆巧1にキヤシ t ル〕〔ヘルプ J にち起島)] 

巧巧しました。ま:更は再起め巧にちかになります。 


①「□一カルサブネット」に東京支店の LAN 側ネットワークアドレスを入力しま 
す。 例 =192.168.0.0 

③「□一カルネットマスク」に東京支店の LAN 側 IP アドレスのサブネットマスク 
を入力します。 仍1=2已已 .2 已已 .2 己已 .0 
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2. VPN を設定する 


ブロ ポー ザル ID I -- select one -- |v] I IKE プ□ポーザルー篇へお加 1 

IW 1 I キャン t ル I 再起れ I 
巧巧しました。変ちは再起かなにちな I こむります。 


巧 VPNSS 定 


トンネル 1 -IKE プロポーザル 


► ike ブロボ-ザルー度 


③ 「1」モートサブネット」に大阪支店の LAN 側ネットワークアドレスを入力しま 
す。 例 =192. 168.1.0 

④ 「 IJ モートネットマスク」に大阪支店の LAN 側 IP アドレスのサブネットマスク 
を入力します。 イ列=2己己.2己己.2己己.0 

⑥「1」モートゲートウェイ」に大阪支店の WAN 側 IP アドレスを入力します。 

例 =10. 10.0 .2 

⑥ プレシェアキーに共通設定のプレシェアキーを入力します。 例二 elecom 

⑦ いったん 、 I 保存 I ボタンをク U ックして設定を保をします。 

⑨I IKE プ□ポーサルの選択 I ボタンをク I 」ックします。 

設定ち法の例は、このあとの 「 IKE プ□ポーサルの設定」を参考にします。 

⑨I IPSec プ□ポーサルの選択 I ボタンをク I 」ックします。 

設定ち法の例は、このあとの 「 IPSec プ□ポーサルの設定」を参考にします。 


■ IKE プ□ポーサルの設定 


①プ □ ポーヴ J レ名に11<[プロポーヴ J レ名を入力します。 例二 tokyoike 
③ DH グループを選択します 。例 ニグループ 1 

③ 暗号化アルゴ U ズムを選択します 。例 =3 DES 

④ 認証アルゴ U ズムを選択します。 例二 SHA 1 
⑥有効期限を入力します 。例 =300 

⑥ 有効期限の種類を選択します。 例二 sec 

⑦ I im \ ボタンをク U ックして設定を保をします。 


畳 




3 


司 


3 


互 


3 


3 


J 己 En 回 de 己口 Q 


3 


3 


3 


3 


3 


互 


3 


肯 


33 


3 


3 


回 


區 

■ 






39 
















































































































































































Chapter 3 機能編 


ブロポーザル ID I — select one-- v] [ IPSec プロポーザルー篇へ迫加 

( jlFj しキャンむレ I じ。 TJ ] I 再をか I 

f 呆なしました。ま!更は再起かなにちかになります。 


①プ□ポーヴル名に IPSec プ□ポーヴル名を入力します。 例 =laneecl 
③ DH グループを選択します。 例 ニグループ5 

③ カプセル化アルゴ U ズムを選択します。 例二 ESP 

④ 暗号化アルゴ U ズムを選択します。 例 =3 DES 
⑥認証アルゴ U ズムを選択します。 例二 MD 日 

⑥ 有効期限を入力します。 例 =300 

⑦ 有効期限の種類を選択します。 例二 sec 

⑨巧]ボタンをク U ックして設定を保をします。 


IP アドレスの設定手順大阪支店第二巳巳 R 4 M 3 


■ WAN 設定の手順 

① 基本設定で WAN の種類を「静的 IP アドレス」に変更します。 

② 基本設定の WAN IP アドレス、 WAN サブネットマスク、 WAN ゲートウェイを 
入力します。 

(設定例 ) WAN IP 二 10.10.0.2 WAN ヴブネットマスタ=2己已 .2 己己.0.0 
l / l / ZW グー トクエイニプ□ノ くイダ側のアドレス 


巧 VPNSSS トンネル1 -IPSec プロポーザル 



► IPSec ブロボーザルー度 

— Empty - 

[W| 


■ IPSec プ□ポーサルの設定 
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2. VPN を設定する 


■ LAN 設定の手順 

①基本設定の LAN IP アドレスに東京支店の LAN 側 IP アドレスを入力します。 

(設定例 ) LAN IP 二 W 2.168.1.1 
③ DHCP ヴーバの「有効」をチェックします。 


■ VPN の設定手順大阪支店第二 BBR 4 M 3 

画面は東京支店の設定を参考にしてください。 

♦ VPN 設定か5 VPN の^ぺージ目の設定 

① VPN の「有効」をチェックします。 

③「トンネルの最大使用数」に使用数を入力します。 例=1 

③ 「トンネル名」に名称を入力します 。例 = osakatunnel 

④ IKE の自動鍵生成か手動生成か選択します 。例二ここでは自動鍵生成を選択 
⑥ボタンをク U ックして2ページ目(詳細設定)を表示します。 


♦ VPN 設定か 5 VPN の2ぺージ目(詳細設定)の設定 

①「□一カルサブネット」に大阪支店の LAN 側ネットワークアドレスを入力しま 
す。 例二]92.168 .1.0 

③「□一カルネットマスク」に大阪支店の LAN 側 IP アドレスのヴブネットマスク 
を入力します。 例 =255.255.255.0 

③ 「1」モートサブネット」に東京支店の LAN 側ネットワークアドレスを入力しま 
す。 例二]92.168 .0.0 

④ 「 IJ モートネットマスク」に東京支店の LAN 側 IP アドレスのヴブネットマスク 
を入力します。 例 =255.255.255.0 

⑥「1」モートゲートウェイ」に東京支店の WAN 側 IP アドレスを入力します。 

例 =10. 10.0.1 

⑥ プレシェアキーに共通設定のプレシェアキーを入力します。 例二 elecom 

⑦ いったん、 rW 1 ボタンをク U ックして設定を保存します。 

⑨I IKE プ□ポーサルの選択 I ボタンをク U ックします。 

設定ち法の例は、このあとの 「 IKE プ□ポーサルの設定」を参考にします。 

⑨I IPSec プ□ポーサルの選択 I ボタンをク U ックします。 

設定ち法の例は、このあとの 「 IPSec プ□ポーサルの設定」を参考にします。 
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Chapter 3 機能編 


■ IKE プ□ポーサルの設定 

①プ□ポーヴル名に IKE プ□ポーヴル名を入力します。 
③ DH グループを選択します。 例ニグル~プ1 

③ 暗号化アルゴ U ズムを選択します 。例 =3 DES 

④ 認証アルゴ U ズムを選択します。 例二 SHA 1 
⑥有効期限を入力します 。例 =300 

⑥ 有効期限の種類を選択します。 例二 sec 

⑦ 巧]ボタンをク U ックして設定を保をします。 


■ IPSec プ□ポーサルの設定 

①プ□ポーヴル名に IPSec プ□ポーヴル名を入力します。 
③ DH グループを選択します。 例 ニグループ日 

③ カプセ J レ化アルゴ U ズムを選択します。 例二 ESP 

④ 暗号化アルゴ U ズムを選択します。 例 =3 DES 
⑥認証アルゴ U ズムを選択します。 例二 MD 日 

⑥ 有効期限を入力します。 例 =300 

⑦ 有効期限の種類を選択します。 例二 sec 

⑨ボタンをク U ックして設定を保をします。 


例 = osakaike 


巧り = lan 巨巨 d 
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Chapters 


I ^定画面のリファレンス H 

■ W Lilt ぉ础 

本製品には、基本設定！;(外にさまざまな拡張機能びあります。ここでは、拡張機 
能の設定画面の内容について機能ごとに説明します。 


システムが態 


本製品のシステム状態を表示します。 「更新 1 ボタンをク U ックすると、内容を最 
新の状態に更新します。 


■--を -g がザ . 

メインメニュー 
(m.94g5v) 

タイツク»を1 


^システムげ巧 


■坦看投定」 


■本 S を 1 






娃りのリース時間 

00:00:00 

■國 — 

IP アドレス 

1 0.0.0.0 

1 1 

サブネットマスク 

0.0.0.0 ■ 


ヴ-トウュイ 

1 0.0.0.0 

1 

ドツインネームヴーパ 

0.0.0.0 



Iケーシ 3ン 3 


wcm/Tj-abwvifl 


巧まびできていません 


ルブ J 画面まを時間： 2002年11巧5日1; 


IP アドレス 

WAN 側の現在の IP アドレスを表示します。サイドノートに 
は、接続タイプび表示されます。 

ヴブネ ツ トマスク 


ゲートウエイ 

WAN 側の各アドレスを表示します。 

ドメインネームヴーバ 


プリンタ 

接続したプ U ンタの状態を表示します。準備びでさていると 
さは、「レディ」と表示されます。1 削除 1ボタンび表示され 
ているとさは、印刷ジョブを削除することびでさます。 


•接続タイプによって表示される項目 


接続時間 

(PPPoE 接続の場合） 

インターネットに接続している経過時間を表示します。ボ 
タンの内容については、画面の1 ヘルプ 1ボタンをクリック 
して < ださい。 

残りリース時間 
(動的 IP アドレスの場合） 

残りの U —ス時間を表示します。ボタンの内容については、 
画面の1 ヘルプ 1ボタンをク U ックしてください。 
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Chapter 3 機能編 


管巧者設定 


本製品の管理者に関する設定をします。 


^ 管理を設定 ' 



現なのバスワード r I 

舰視諸詔^^四陋 



• WAN の MAC アドレス； I00-90-FE-22-1 2| |ま更|厂元に戻す 1 


[ □ツモ見る J 再起め11バック7>ップ設定 ] 

I 巧巧設定に房す~11~フ7-ムわアミ巧~~ I しへルプ I 


•管理者のパスワード変更 

第兰者に設定を変更されないようにパスワードを設定します。初期値は 「 admin 」 
ですび、不特定多数の人びコンピュータを利用するような環境では、必ずパス 
ワードを定期的に変更するようにしてください。 



パスワードを変更するには ••• 

現在のパスワードを入力し、新しいパスワードを2回入力します。入力したら 
foi ^ ボタンをク U ックします。 I クリア I ボタンをク U ックすると入力した内容 
びク U アされます。 


•その他の情報とコマンド 

現在のファームウェアのバージョンと WAN 側ポートの MAC アドレスを表示し 
ます。 


•各ボタンの説明 


変更※ 

WAN 側の MAC アドレスを変更したい場合に、新しい MAC アドレ 
スを入力したあとで、このボタンをク U ックします。 

複製する※ 

プ□バイダによってはインターネットに接続しているコンピュータ 
を管理するために、このクライアント(コンピュータ)の MAC アドレ 
スを知らせなければならないことびあります。そのような場合にこ 
のボタンを押すと、このコンピュータの MAC アドレスび WAN ポー 
卜の MAC アドレスとして設定されます。 

□グを見る 

本製品の使用状態やアクセス状況を保存した□グを見ることびでさ 
ます。[その他の項目]で 「 DoS 攻撃の検出」を有効にしている場合 
は、外部からの攻撃を記録します。 


44 


3. 設定画面のリファレンス 


再起動 

設定を変更した場合などに、その内容を有効にするために本製品を 
再起動します。 

バックアップ設定 

現在の設定内容をファイルに保存します。詳しくは、このページの 
「バックアップ設定」をお読みください。 

初期設定に戻す 

本製品に記憶された設定内容を工場出荷時の初期値に戻します。変 
要した内容はすべて初期値に戻ります。 

ファームウェア 

更新 

本製品の機能向上のためにファームウェアびノ くージヨンアップされ 
ることびあります。ファームウェアをバージヨンアップすることで 
最新の機能を利用でさたり、動作び安定したりします。更新の方法 
については、 P 已目「ファームウェアを更新する」をお読みください。 


《 MAC アドレスを変更または複製すると、 r 元に戻ず I ボタンび表示されます。変更/複製前 
の MAC アドレスに戻すときは、このボタンをク U ックします。 


•バックアップ設定 

現在の設定内容をファイルに保をすることびできます。 MAC アドレスフィルタ 
U ングなどの各機能を設定しているとさは、設定内容を保をしておくことをお勧 
めします。 


① I バックアップ設定 I ボタンを押すと〈ファイルのダウン □ー ド〉画面び表示さ 
れます。 

② 「このファイルをディスクに保をする」を選択し、 foi ^ ボタンをク U ックし 
ます。 

③ 〈名前を付けて保を〉画面び表示されますので、場所とファイル名を指定して 
r 保存 I ボタンをク U ックします。拡張テは 「 bin 」 にしておさます。 

今これで保をは完了です。保をしたファイルを読み込む場合は、ファームウェア 
の更新機能を使用します。方法については P 己6「ファームウェアを更新する」 
をお読みください。 


基本設定 


接続タイプに合わせた基本設定の内容び表示されます。内容については、それぞ 
れのページを参照してください。 

静的 IP アドレス今 P 22 「静的 IP アドレスでの設定」へ 
動的 IP アドレス 今 P23 「動的 IP アドレスでの設定」へ 
PPPoE 接続 今 P24 rPPPoE 接続での設赴へ 
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Chapter 3 機能編 


DHCP サーバ 


インターネットに接続するには、 TCP / IP プ□トコルび必要です。 TCP / IP を使用 
するには、接続するクライアント(コンピュータ)を区別するために、ひとつひと 
つに異なった IP アドレスを割り当てる必要びあります。クライアントの台数び多 
いネットワークでは、手動で IP アドレスを割り当てると手間びかかります。 
DHCP サーバ機能を利用すると、ネットワーク上のクライアントに対して自動的 
に IP アドレスを重ならないように割り当てることびできます。特に無効にするよ 
うに指示びない限り、有効に設定してください。 


をさを巧 
メインメニュー 

(R1.94g5v) 

タイ ジタ 1 

システムな g i 

1 

1 

I 

の DHCPtt- パ 

► DHCP サーバ碟能 _ 〇巧か©をか 

► IP ブール刷巧ドレス [i^ 

► IP ブ-ルが了アルス …-'11"9 ■ 

► おインを 1 1 

'•. -•、、 

■s 看設を J 

■本 BE 1 

1 DH なせ -K 1 

ダィナミック EBffi ^ 

1 巧な 1 1 キャン杠 1 1 その他の設定》 |>ウライアントリスト II 固定のマツピンク 1 

♦•---1 ーバ 

'ボ-トフ，ヮ-ディンを 1 

[ 


このボタンをク U ツクするとオプシヨン設定び表示されます。 

ヴ—トウエイ 阮5'〇 I 巧ブション) 

[►ブライマリ DNS ブーバ ■ [5'0'0'0 1 巧ブション) 

[►わカンダリ DNS サーバ ■ lO'O'O'O 1 巧ブション) 

[►ブライマリ WINS サーバ ■ [5'0'0'0 1 巧ブション) 

[►わカンダリ WINS サーバ ■医' O'O'O ]巧ブシヨン） 




設定を変更した場をは ••• 

rwi ボタンをク U ックしてください 。 I 再起動 I ボタンび表示されますので、 
「 DHCP サーバ機能」1；(外の項目を変更した場合は、 I 再起動 I ボタンをク U ック 
して再起動してください。 


• DHCP ヴーバ機能 

DHCP サーバの有効/無効を設定します。通常は「有効」にします。 IP アドレス 
を手動で割り当てる必要びある場合やネットワーク上に別に DHCP サーバびある 
場合は「無効」に設定します。 

• IP プール開始アドレス/ IP プール終了アドレス 

DHCP サーバ機能を利用する場合、 DHCP サーバびクライアントに自動的に割り 
付ける IP アドレスの範囲を指定します。開始アドレス〜終了アドレスの範囲でク 
ライアントに IP アドレスび自動的に割り当てられます。 
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3. 設定画面のリファレンス 


•ドメイン名 

この項目はオプション設定です。プ□バイダよりドメイン名を入力するように指 
示びある場合に設定します。ここに設定された内容はクライアントに転送され 
ます。 


•その他の設定 

この項目はオプション設定です。プ□バイダよりゲートウェイ、 DNS ヴーパ'、 
WINS サーバを入力するよラに指示びある場合に設定します。 


• I クライアント U スト1 ボタン 

本製品の DHCP サーバ機能び管理しているクライアントの現在の IP アドレス、ホ 
スト名、 MAC アドレスを表示します。 


MEj ^ 動的 IP アドレスの DNS アドレス 

^ [基本設定]で r 動的 IP アドレス」を選択した場合で、プ□バイダより DNS サーバを 
手動で入力するように指定びあるときは、その他の設定の「プライマ UDNS ヴー 
パ'」と「セカンダ UDNS サーバ」にアドレスを入力します。 


パ•菊- DHCP クライアントリスト 



クイ互き脱 I 


192.16日.1.145 


システム: tiOl 1 


〔戻る11ぞ新] 


• I 固定のマッピング1 ボタン 

クライアントの IP アドレスを固定したい場合に使用します。詳しくは P 已1 
「 MAC アドレスフィルタ U ング」をお読みください。 


ダイナミック DNS 


ダイナミック DNS を利用すると、固定的なグ□ーバル IP アドレスびなくても、ホ 
スト名を使ってサーバーを公開することびでさるようになります。この機能を利 
用するには、ダイナミック DNS に対応したプ□バイダなどと契約する必要びあり 
ます。ダイナミック DNS は「プ□バイダ」の U ストに表示されるプ□バイダでご 
利用いただけます。 


^1 ] この機能はインターネット側に LAN 側のコンピュータをサーバとして公開する 
:±1^ 機能です。導入にあたっては、不正アクセスなど防ぐためフアイヤーウオール 
機能などを考慮してください。 
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Chapter 3 機能編 


gS ダイナ 5 ック DNS 



► ユーザを/ E - mail アドレス [ 


►バスワード/キー 


[ 


[巧巧にキ*ン t ル11>\ルプ^ 


•ダイナミック DNS 

ダイナミック DNS を利用する場合は、有効を選択します。 

•プ□パイタ’ 

U ストの中からダイナミック DNS に対応したプ□バイダを選択します。本製品で 
利用でさるプ□ノくイダは U ストにあるプ□ノくイダだけです。 


•ホスト名 

ダイナミック DNS に対応したプ□バイダと契約したときに指定したホスト名を入 
力します。通常、ホスト名の後には、契約したプ□バイダのドメイン名を付けます。 


(例）ダイナミック DNS プ□バイダ名： elecom - laneed.com 
ホスト名 ： broadstar 

一 broadstar . elecom - laneed.com になります D 


•ユーザ名/ E - mail アドレス 

ダイナミック DNS プ□バイダへの認証に使用するユーヴ名を入力します。プ□バ 
イダによっては、 E - mail アドレスを使用する場合もあります。 

•パスワード/キー 

ダイナミック DNS プ□ノくイダへの認証に使用するノ（スワードを入力します。プロ 
ノ くイダによってキーと表記されている場合をあります。 
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3. 設定画面のリファレンス 


ポートフォワーデインク 


ポートフォワーディング機能は、 LAN 上にあるクライアント（コンピュータ)を 
インターネットサービスに開放することびできる機能です。通常 NAT 変換を利用 
するルータでは、 WAN 側(インターネット側)から LAN 上のクライアントにアク 
セスすることはでさませんび、バーチャルサーバ機能を利用すると本製品の 
WAN 側に対する接続要巧を LAN 側の特定のクライアントに転送することびでさ 
ます。 ] 2個まで登録できます。 

インターネットではサービスごとに接続ポートびミ夫められているので、あらかじ 
め各サービス(ポート)に接続するクライアントを登録しておくことで、 WAN 側に 
接続要巧びあった場合に、ポートに対応したクライアントに転送することびでき 
ます。 



設定を変更した場をは ••• 

rwi ボタンをク U ックしてください。 I 再起動 I ボタンび表示されますので、 
L 再起動 I ボタンをク U ックして再起動してください。 


インターネットサービスのポート番号を指定します。 

手動入力のほか「テンプレート機能」を利用でさます(下記参照)。 

クライアントとなるコンピュータの IP アドレスを指定します。 


クィ y 巧辟」 

システ ~~ j 

管理看おを 1 

■本 R を I 

[ 附 CPIt -" I 

ダイナミ。ク DNS I 

ポ-トフォヮ-ディング I 

相 H ァ乃ヶ-ぉ yj 

アクセス ifii ~~ i 

そ明」 

VPN 設ミ I 



■ 一較 的な サービス I — 遥巧-- づ 11 ID へコビー] の 兰 j | 

い呆存 J I キャンたル)([ヘルプ] 


サービスの 
有効/無効を 
設定します。 


テンプレート 

機能 


•テンプレート機能の使い方 ( I 」ストにないヴービスには利用できません) 
① U ストからサービスを選択します。 

③サービスを割り当てるクライアントの ID 番号を U ストから選択します。 

③I ID へコピー J ボタンをク U ックします。 


※この方法で設定すると、そのサービスび自動的に有効になりますのでごミち意ください。 
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Chapter 3 機能編 


サービスの 
有効/無効を 
設定します。 


テンプレート 

機能 


•テンプレート機能の使い方( I 」ストにあるアプ U ケーシヨンで使用可能) 
① U ストからアプ U ケーシヨンを選択します。 

③アプ U ケーシヨンを登録する ID 番号を U ストから選択します。 

③I ID へコピー I ボタンをク U ックします。 

※この方法で設定すると、設定び自動的に有効になりますのでごミち意ください。 


特殊アプ IJ ケーシ 


インターネットゲーム、ビデオ会議、インターネット電話などのアプ IJ ケーシヨン 
では、特定のポートへの接続を要巧することびあります。通常 NAT 変換を利用す 
るルータでは、 WAN 側（インターネット側）から LAN 上のクライアント（コン 
ピュータ)にアクセスすることはできませんび、特殊 AP 機能を利用するとアクセ 
スすることびできます。 DMZ 機能との違いは、指定したクライアントを WAN 側 
に全面開放するのではなく、あくまでを指定された特定のポートだけを開放する 
ため、指定外のポートへのアクセス要巧は拒否することびでさる点です。なお、 
ポートび開放されるクライアントは、対象となるアプ U ケーシヨンを最初に起動 
したクライアントだけです。 




設定を変更した場をは ••• 

rwi ボタンをク U ックしてください 。 I 再起動 I ボタンび表示されますので、 
I 再起動 I ボタンをク U ックして再起動してください。 


使用するアプ U ケーシヨンび発行 
するアウトバウンドポート番号を 
指定します。手動入力のほか 
「テンプレート機能」を利用でさ 
ます(下記参照)。 


卜 U ガーパケットび検出されると開放するポート 
番号を指定します。連続したポート番号は 
「-」で指定することびでさます。 

「テンプレート機能」では自動的に入力されます。 
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3. 設定画面のリファレンス 


MAC アドレスフイルタリンク 


本製品の MAC アドレスフィルタ U ングを使うと、クライアント(コンピュータ)び 
利用でさる本製品の機能を制限でさます。この機能ではクライアントの持つ MAC 
アドレスを登録するだけでなく、 MAC アドレスと IP アドレスを関連付けて、クラ 
イアントの IP アドレスを固定することもできます。 



設定を変更した場をは ••• 

rwi ボタンをク U ックしてください 。 I 再起動 I ボタンび表示されますので、 
L 再起動 I ボタンをク U ックして再起動してください。 


MAC アドレスフイルタリングの設定 


ちまを用 
メインメニュー 

(阿.94巧V) 

に41 MAC アドレスフイルタリング 


クイック巧をI 



システム找»1 

[► MAC ア F レスフィルタリング If □ちな 

1 


■本設をI 


ダイナミックI 


>DNS ; 
‘ディ 


欄アブが一 i/aV I 


► ち紙 LAN インターフェイス □をか 

コントロールテーカレの r コネクシ a ン J の巧目にチロクぞ入 
れることに上り、そのクライアントは本機器へのアクセスび巧 
猫こなります。 

r コネクシ a ン J の巧目にチュックを入れない巧台、ち制 AN 
クライアントとの通信しかできません。 

コン阳ール テーカ にき緑されて 、な 、々ライアントからの 
アクセスを |1午巧叫 


参 MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスフィルタ U ング機能の有効/無効を指定します。チェックすると有 
効になります。 

•有線 LAN インターフェイス 

チェックすると有効になります。この設定を有効にすると、コント□ールテーブ 
ルに登録されたクライアントに対して、「コネクション」の設定状態び反映され 
るようになります。また、コント□ールテーブルに登録されていない有線 LAN の 
クライアントから本製品へのアクセスについて許可/拒否を選択でさます。 
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Chapter 3 機能編 


コント□—ルテーブル 


クライアントの MAC アドレスと IP アドレスを関連付けます。これにより、クライ 
アントの IP アドレスは固定されます。 MAC アドレスだけを入力し、 IP アドレスを 
入力しなかった場合は、 MAC アドレスだけでフィルタ U ングをおこないます。 
「コネクション」のチェックボックスをチェックする、しないで本製品の利用で 
きる機能は下表のようになります。 ] ページに付さ4つの ID び U ストされます。 


♦コネクションの状態による利用制限 


コネクション-►チェックする 

すべての機能を利用でさます。※ 

コネクションーチェックしない 

有線 LAN クライアントとの接続だけ許可されます。 


※すべての機能とは、インターネットへのアクセス、プ U ントサーバの利用、有線 LAN クラ 
イアントとの接続です。 


-クライアントの MAC アドレスを指定します。テンプレート機能 
を使って MAC アドレスと IP アドレスを選択します(下記参照)。 
手動で入力することわでさます。 


テンプレートを使うと自動的に登録され 



各クライアントの 
接続状態を設定します。 




おのページに戻る II ;たのべージに谨む I P 呆巧 I I キヤシセル1 「 AJ レブ I 

■ページを移動します。 


テンプレ- 
機能 


•テンプレート機能の使い方 

① U ストからクライアントを選択します。 

③クライアントを登録する ID 番号を U ストから選択します。 

③ I ID へコピー I ボタンをク U ックします。 IP アドレスび自動的に登録されます。 
※この方法で設定すると、そのサービスび自動的に有効になりますのでごを意ください。 


M 峨 


本製品に接続しているすべてのクライアントの MAC アドレスと IP アドレスは、 
〈 DHCP ヴーノ 0 画面の I クライアント U ' xFI ボタンをク U ックすることで一覽 
で見ることびでさます。 


52 


3. 設定画面のリファレンス 


アクセス制御 


ユーヴ(クライアント)をグループ分けし、グループごとにアクセスできるポート 
を制限することで、グループごとのアクセス権限を設定することびできます。ク 
ライアントの IP アドレスを登録することでグループを設定でさます。次にグルー 
プごとにポート番号を登録し、そのポートへのアクセスの許可または拒否を設定 
します。これにより、各グループは登録されたポートへのアクセスび許可または 
拒否されます。グループは3つまで設定でさます。グループに含まれないクライ 
アントはデフオルトグループとして、3つのグループとは別に登録したポートへ 
のアクセスの許可または拒否を設定でさます。 



♦ IP アドレスの固定について 

アクセス制御ではクライアントを IP アドレスによって指定します。 DNS サーバ機 
能を使っていると IP アドレスび動的に割り当てられるため、指定した IP アドレス 
び意図するクライアントと異なってしまう可能性びあります。また、クライアン 
卜び意図的に IP アドレスを変更することも考えられます。画面下の I MAC レベル I 
ボタンをク U ックすると 〈 MAC アドレスフィルタ U ング〉画面び表示されます。 
MAC アドレスフィルタ U ングの「コント□ールテーブル」を使うとクライアント 
の MAC アドレスと IP アドレスを関連付けることで、クライアントと IP アドレスを 
固定することびできます。 

♦設定を変更した場をは ••• 

ボタンをク U ックしてください。 


設定したポートに対するアクセスの許可/拒否を設定します。 


(阿.94巧V) 

クイック»6つ 


巧 


アクセス制御 


システム:坟 ti I 

管理《巧定 j 


g 本 R を 


ダイナミック DNS 


ポ - 卜丸ワ-ディ 

がア乃ケ ー2 / 3 ン3 


r 


• アクセス制御の有効/無効を設定します。 


，巧视ザ的」 

セス揭 》 n 


S □。ァゥト J 


讨ルトヴループ 
L 口 i を vI k —トホち 

►ヴルー ブ1■バー 
L |i 午巧，イ] ート宙ち 

►ヴルーブ2;><ンバー 
— トホち 

►ヴループ3インバー 
拒否イ k ートまを 


(□ち幼 

ヴルーブ1から3を除たをての端末ぴこのヴルーブに入りま 


[ 


] 


白呆巧)にキャンセル II MAC レベル]〔ヘルプ] 


〈 MAC アドレスフイルタ- 
U ング画面〉を表示します。 


グループにする 
クライアントの 
IP アドレスを 
入力します。 

4組で構成される 
アドレスの最後の 
-アドレスだけを 
入力します。 
ひとつひとつの 
ポート番号は「，」 
で区切ります。 
連続する IP アドレ 
スは「-」で指定 
します。 


アクセスを制御するポート番号を指定します。 
ひとつひとつのポート番号は「，」で区切ります。 
連続したポート番号は「-」で指定します。 


53 

































































































Chapter 3 機能編 


その他の頃目 



M 峨 


設定を変更した場ちは ••• 

rwi ボタンをク U ックしてください。 I 再起動 I ボタンび表示されますので、 
►(青) マークび 付いている項目を変更した場合は 、 I 再起動 I ボタンをク U ックして 
再起動してください。 


• DMZ ホスト IP アドレス 

WAN 側に開放したいコンピュータの IP アドレスを指定します。チェックボック 
スをチェックすると、指定した IP アドレスび DMZ ホストとして WAN 側に開放さ 
れます。 




DMZ 機能とは ••• 

通常 NAT 変換を利用するルータでは、 WAN 側(インターネット側)から LAN 上の 
コンピュータにアクセスすることはでさないため、インターネットゲームなどを 
利用することびできません。 DMZ 機能を利用すると指定したクライアント(コン 
ピュータ) への WAN 側からのアクセスを許可するのでインターネットゲームなど 
を楽しむことびでさます。 


^11この機能を有効にすると、指定した IP アドレスを持つクライアントは、 WAN 側 
:から自由にアクセスでさるようになるため、不正侵入されやすくなります。こ 
の機能を利用するときはファイヤウオールなどのセキュリティについて十分に 
注意してください。 
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3. 設定画面のリファレンス 


•リモート管理者ホスト 

インターネット側から本製品の設定ユーティ U ティにアクセスしたい場合に 
WAN 側から接続するコンピュータの IP アドレスを設定します。なお、 LAN 上で 
□グインしているクライアントびあると接続でさません。 



リモート管理ちホストを有効にすると、 Web サーバポート番号は8剖こなります。 
クライアントから本製品にアクセスしても設定ユーティリティが表示されない 
場をは、 IP アドレスのあとに r :8 引と入力してください。 


•管理者タイムアウト 

タイムアウトする時間を設定します。設定時間を過ざると自動的に□グアウトし、 
設定ユーティ U ティを使用するのに再度□グインする必要びあります。「日」を入 
力するとタイムアウトしません。 


• WAN 側か 5 PING を受け付けない 

この項目を有効にすると、 WAN 側からの PING を受け付けなくなります。 

•非標準 FTP ポート 

FTP ポート番号は標準では 2] ですび、別のポート番号を使用するときに指定し 
ます。再起動すると設定は無効(日)になります。 

• SPI モード 

SPKStatefull Packet Inspection ) モードを有効にすると、 IP アドレス、ポー 
トアドレス、 ACK ’ SEQ ナンバーを自動的に監視します。 IP パケットのヘッダ部 
分だけを監視する通常のフィルタ U ング機能よりも強固なセキュ U ティを実現で 
さます。 


• DoS 攻撃の検出 

DoS(Denial of Services ) 攻撃とは、インターネット側からルータやヴーバなど 
に不正なパケットを送信し、通信を不能にしたり、サービスを停止させることで 
す。この項目を有効にすると、 「 S 丫 N Attack」「Win Nuke」「Port Scan 」 
「円 n 呂 of Death」「Land Attack ] などの攻撃を検出し、「システム□グ」に記 
録することびでさます。システム□グについては、 P 44 「管理者設定」をお読み 
<ださい。 
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Chapter 3 機能編 


ファームウエアを更新ずる 


ファームウェアを更新すると本製品の機能び向上したり、動作び安定したりします。 
ファームウェアび更新されると弊社ホームぺージ ( http :// www . elecom . co . jp ) に 
アップデータび掲載されますので、定期的に弊社ホームページをご覧ください。 


Wm 轉社ホームページなどか 5 アップデータをダウン□ードしておをます。 

Wm 本製品の設定ユーティリティを表示し、□グイン後に I 管理ち設定 I ボタンをク 
リックしまず。 

-〈管理者設定〉画面び表示されます。 


Wm I ファームウェア W 1 ボタンをクリックしまず。 

〈ファームウエア更新〉画面で [51] ボタンをクリックしまず。 



151アップデータのある場所とアップデータを選択し、 [ wn ボタンをクリックし 
ます。 



ク U ック 
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3. 設定画面のリファレンス 


U rwi ボタンをクリックします。 

ファームウエア E 巧 


用 

メインメニュー 
CR1.94g5v) 

クィかク1*^^ 


システムが» i 


管巧看投定 j 

I 



まま！まま巧やに巧源を化巧に切らないでください。巧巧の原因になります。 


DHC 巧 

タイ化ッ2 


-ッ . 

• 更新作業び始まります。 




ク IJ ック 


注!意更新中は安全のために、絶対に他の操作はしなし、でくださし、。 


WA 「正常に更新されました」と表示され、そのまま〈システムが態〉画面に戻ります。 
これでファ-ムウ I アの黙 jf は完了です。 
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Chapter 3 機能編 
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: む / f W み 


Chapter 4 

付録編 


r かんたん！クイック-セットアップガイド」またはこのマニュアルの本編を 
読んで設定したびインターネットなどに接続でさない場合は、 P60 「1.トラブル 
チェック」および P72 「2.こんなときは」をお読みになり、設定をご確認くだ 
さい。 
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Chapter 4 


I 方トラブルチェック S 

I " LujjBaSi 

トラブルチェックでは、セットアップガイドおよびユーヴーズマニュアルの説明 
どおりに作業を進めたびインターネットに接続でさない場合に考えられる代表的 
なトラブルの原因をチェックするち法を説明しています。 


ここでのチェック方法は、基本設定で LAN IP アドレスの設定と DHCP サー 
バ機能の設定を変更していないことび前提です。 


接続でをないとをの基本チ: 


ここでは、インターネットだけでなく、設定ユーティ IJ ティにも接続できない卜 
ラブルを解決するための基本的なチェック内容を説明しています。 Checkl から 
順番に確認してください。 

参 Checkl 〜3を確認しても接続できない場合は、症状に合わせて P 62 「インター 
ネットに接続でさない」 または P 63 「設定ユーティ U ティに接続できない」を 
お読みください。 


[ ■画‘ M 回線事業者/プ□パイダに関すること 


回線事業者やプ□バイダとの契約または工事び完了していない場合びあります。 

□回線事業ち/プ□バイダか5通知されたサービス開始曰を過ざていますか。 

♦ADSL サービスの場合、モデムび送付されてさても、 NTT 局内側の接続工事び完了し、 
サービス開始曰を過ざないとインターネットには接続でさません。 


:ック/電源を入れる順序 


♦電源ランプび点!打しているか確認してください。 

□モデムの電源ランプび点なしていますか。 

□本製品の電源ランプび点なしていますか。 

□ ①モデムー③本製品一③パソコンの順序で電源を入れ直してください。 

♦プ U ントサーバ機能を使用している場合、プ U ンタの電源は入っていなくてもかまい 
ません。 
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1. トラブルチェック 


ケーブルび接続されていても、接触不良を起こしていたり、間違ったケーブルを 
使用している場合びあります。正しく接続されている場合でを、一度ケーブルを 
抜いて、しっかりと差し込み直してください。 


ミ主意 


ケーブルを巧き差しする場合は、ずべての機器の電源を切った状態にし 
て < ださい。 


♦ケーブルびそれぞれ正しく接続されているか確認してください。 

□ADSL ヴービスで NTT とタイプ1(加入電話と共用)で接続している場を、スプ 
リッタの各ポートに接続する相手の機器は正しく接続されていますか。 

♦スプ U ッタには、① ADSL 回線から、②電話機へ、③モデムへの3つのポートびありま 
す。それぞれ正しく接続されているかをスプ U ッタの説明書を読んで確認してください。 

□ADSL ヴービスの場合、 ADSL 回線〜モデム間はモジュラーケーブルで接続さ 
れていますか。 

□モデムからの LAN ケーブルが本製品の WAN ポートに接続されていますか。 

♦間違って LAN ポートに接続されていませんか。 

□モデム〜本製品 (WAN ポート)に使用しているケーブルはストレートケーブルで 
すか。 

♦通常はストレートケーブルで接続してください。また、モデム側にストレートとク□ス 
接続を切り替えるスイッチびある場合は切り替えてみてください。なお、 WAN ポート 
は AUT 日- MDIX 対応ではありません。 


□コンピュータか5の LAN ケーブルが本製品の LAN ポートに接続されていま 
すか。 

♦間違って WAN ポートに接続されていませんか。 
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Chapter 4 付録編 


♦機器の電源を入れて、接続ランプび点!打しているかを確認してください。 

□モデムにあるインターネット回線 (ADSL/CATV/ 光ファイバー)との接続を示 
すランプは点なしていますか。 

♦表示ランプについては、モデムの説明書をお読みください。点灯していない場合、イン 
ターネット回線と正常に接続でさていません。ケーブルの接続などを確認してください。 

□本製品の WAN ランプが点:打していますか。 

♦点巧していない場合は、1；(下の原因び考えられますので確認してください。 

① インターネット回線〜モデム間び正常に接続でさていない。 

② モデム〜本製品の WAN ポートび正常に接続でさていない。 

③ 機器の電源び入っていない。 

□コンピュータの電源を入れた状態で、本製品の LAN ポートの Link/Act ランプ 
は点なしていますか。 

♦点灯していない場合は、しソ下の原因び考えられますので確認してください。 

① 特定のコンピュータだけ点灯しない場合は、ケーブルの問題、 LAN アダプタの問題び 
考えられます。点灯しているコンピュータのケーブルと差し替えてみてください。 

② 本製品の電源び入っているのに、すべてのコンピュータび点灯していない場合は、 
LAN アダプタの設定の問題と、本製品の故障び考えられます。 


インターネットに接続でをない 


ここでは、設定ユーティ U ティには接続できるのに、インターネットに接続でき 
ない場合のトラブルを解みするためのチェックち法を説明しています。 P 6 日「接 
続できないときの基本チェック」を先にチェックしたうえで、こちらをお読みく 
ださい。 


■ Check 4 


プ□バイダ情 ffi が保巧されているかのチ: 



♦設定ユーティリティを表示し、メインメニューの 基本設定 Iボタンをクリック 
します。設定内容を確認してください。 


□WAN の種類は、契約されたプ□バイタ'が使用してる接続タイプですか。 

(例）フレッツ ADSL • 巨フレッツ - ►PPP over Ethernet 

Yahoo 旧目-おもな CATV インターネットサービスー動的 IP アドレス 
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1. トラブルチェック 










口の割り当て 
口の切断取' 


こま示© 


すべてのブ D ヴラム化）> 




〇[スタート]ボタンをクリックし 
ます。 

@[マイコンピュータ]をちクリッ 
クします。 

€) メニューの[プ□パテイ]を 
クリックします。 


□表示された各項目の内容は、プ□バイダから指示された内容になっていますか。 

♦フレッツサービスの場合、プ□バイダから指示されたアカウント(ユーヴ ID ) に@とプロ 
バイダ識別テを入力する必要びあります。詳しくはフレッツサービスの説明書をお読み 
<ださい。 


設定ユーテイリテイに接続でをない 


ここでは、本製品の設定ユーティ U ティに接続でさない場合のトラブルを解決す 
るためのチエツク方法を説明しています。 


Checks 




:ック/電源を入れる順序 


>電源ランプび点なしているか確認してください。 

□モデムの電源ランプが点なしていますか。 

□本製品の電源ランプが点なしていますか。 

□ ①モデムー③本製品一③パソコンの順序で電源を入れ直してください。 

♦プ U ントサーバ機能を使用している場合のプ U ンタの電源は入っていなくてちかまい 
ません。 


LAN アダプタび正常に動作しているかを確認してくださし^。 Check4 • 己の内容 
を確認してから接続テストをしてみてください。ここでは、 Windows XP/Me/ 
98の場合について説明しています。 


Windows XP の場合 


I □ヴオフが[©1お了オブショソぶ 



媒國 © w # 国 
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Chapter 4 付録編 


〇【ハードウエア】タブをクリック 
します。 


0 1 デバイスマネージャ1 ボタンを 
クリックします。 


システムのブロパテ4 


回図1 

1をお〕シピュ-か i 

n -朽巧 

絲田設定1システムのほ元1:自かミ巧けトト1 1 


^ 1 


/、-ドウ巧の風) D ウイザ-ド 

ミも-阳がの胤。かトドをほうと、,卜巧巧のイシかづレびできま 


[ J トドウ I 加)适力 D ウイザ-ド(げ I 




ドライバの置をを） 


I デバイスマネージャ⑩ 


包「ネットワークアダプタ」の囚 
をクリックし、取り付けられてい 
るアダプタの名称を夕'ブルクリツ 
クします。 


この部分には実際にご使用になって 
いるアダプタの名称び表示されます。 


〇デバイスの状態に「このデバイス 
は正常に動作しています。」と表 
示されていることを確認します。 


ファイルの巧巧曲表示な）ヘルプお） 


困卸昼曾國巧： g 迈 


M SUMA- 帅 N 
田 DVD/CD-ROM ドライブ 
因け IDE ATA/ATAPI コント□—ラ 
田も USB (Universal Serial Bus) コントローラ 
田 'を > キーボード 
面’ •J 〕ンピユ-夕 

因みサウンド、ピデオ、わよけザームコントローラ 
田'システムデバイス 
田ーディスクドライブ 

巧 弓ディスプレイァタプタ _ 


■ mf ネットワークアタプタ 


, ♦ 3口む州 


mm 


Laneed LD-LPCI/TX PCI Fast Ethernet Adapter *2 のブロパテイ广？〕り <1 


をお ' 詳細設定ド ザバ"リリ -ス " をおの管巧 
困 I Laneed LD-LPCI 订 K PCI Fast Ethernet Adapter #2 


デパイスの桂規 ネットワ-ウアジプタ 

製话元： ELECOM 


'斬 


_PCISIot4 (PCI バス 2. デバイス 12. 概能の 


S イスの状態 

このテ V W スは正御こか巧しな、ます。 




[トラブルシューテイシのをウリツクしてトラブル 


•異常びあった場合 

問題びあるように表示されている場合は、 LAN アダプタのマニュアルをお読みに 
なり、正常に動作するようにドライバを再インス I -ールしてください。 


♦画面を閉じるには 

各画面の0をク U ックします。 
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1. トラブルチェック 


Windows Me/98 の場合 


〇デスクトップにあるマイコン 
ピュータのアイコンをちクリッ 
クします。 


0 メニューの口 □パテイ]をクリツ 
クします。 


が 


r 巧くの 
Wh ェのブ [ 


ロブ□-ラが 

iimE)： 


ネットワークドライブの割り当て(化.. 
ネットワークドライブの切断の… 


ショートカットの化巧を） 
おおのずを ( M ) 


0 【デバイスマネージャ】タブを 
クリックします。 

〇「ネットワークアダプタ」の囚 
をクリックし、取り付けられて 
いるアダプタの名称を夕’ブルク 
リックします。 

※ダイヤルアップアダプタび表示 
されている場合びありますび、 
このアダプタ名は関係ありません。 


全をデバん 


■くイス7ネージヤ 


潑刷じま示の 


I A 卜阳王ァプ□ファィル I "フォ-マンス I 


r 巧お則にま示に） 


曲 liilHMt 

国基 CD-ROM 
田キーボード 
田普システムデバイス 
面ら》ディスクドライブ 
回逗ディスプレイア巧プタ 

■ bT ■一わ J ? ザ "ii 


因逗ディ; 


Laneed LD - LPCI/TX PCI Fast Ethernet Adapter 
g ジ f かルアップアジプク - 


固''る A -ドディスクコシト g 


この部分には実際にご使用になって- 
いるアダプタの名称び表示されます。 


©デバイスの状態に「このデバイス 
は正常に動作しています。」と表 
示されていることを確認します。 



♦異常びあった場合 

問題びあるように表示されている場合は、 LAN アダプタのマニュアルをお読みに 
なり、正常に動作するようにドライバを再インス I -ールしてください。 


♦画面を閉じるには 

各画面の x | をク U ックします。 


的 



















































































Chapter 4 付録編 


^ Check 7 

インターネットを利用するには、インターネットプ □ トコル TCP / IP び有効になつ 
ている必要びあります。また、通常は TCP / IP を自動取得するように設定されて 
いる必要びあります。 

Windows XP の場合 


〇[スタート]一[コント□-ルパネ 
ル]一[ネットワークとインター 
ネット接続]^[ネットワーク接 
続]の順にクリックします。 

0「□一カルエリア接続」を 
ちクリックし、メニューの 
「プ□パティ」をクリックします。 



0 「この接続は次の項目を使用し 
ます」にある「インターネット 
プ□トコル( TCP / IP )」にチエッ 
ク囚 が入っていることを確認し 
ます。 


吟チェックび入っていない場をは、 
ク U ックしてチェックしてくだ 
さい。 


この部分には実際にご使用になって^ 
いるアダプタ名妳び表示されます。 


丄ローカルエリア巧径のブロ/!ティ り I W 



〇「インターネットプ〇トコル 
( TCP / IP )」を選択します。 


0 1プ□パティ I ボタンをクリックし 
ます。 
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1. トラブルチェック 


0 rip アドレスを自動的に取得す 
る」び選択 （©) されていること 
を確認します。 

今「次の IP アドレスを使う」が選 
択されている場合は、変更して 
<ださい。 

〇〈インターネットプロトコル ( TCP / IP ) のプ□パティ〉画面で [ M ] ボタンをクリックし 
て画面を閉じます。続いて、〈□一カルエリア接続のプ□パティ〉画面で田^ボタンを 
クリックして画面を閉じます。 

包〈ネットワーク接続〉画面の E 3 をクリックして画面を閉じます。 

〇これで設定は終わりです。本製品に接続するすべてのコンピュータの LAN アダプタを同じ 
ように設定してください。 

参このチェック作業で設定を変更した場合は、 IP アドレスを再取得するためにコンピュータ 
を再起動してください。 



Windows 1\/1 色 /98 の場合 


〇[スタート]一[設定]一[コント 
□ールパネル]の順にクリックし 
ます。 

0表示された中から「ネットワー 
ク」をダブルクリックします。 


画 

島 



續 

タスク 

紫蹈 

テレフ ォニー 

課夕の一巧 

ハードウェアの 

适加 

取 

端 

曲 

齒 

勺 

"スワード 

フォルタ.ォプシ 

フォシト 

フリン》 

マ〇ス 


この部分には実際にご使用になって—— 
いるアダプタ名称び表示されます。 


0 「現在のネットワークコンポー 
ネント」に「 TCP / IP 」び表示さ 
れていることを確認します。 

※表示内容については、次ページ 
を参照 
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Chapter 4 付録編 


参表示内容ついては、下の点に注意してください。 

• Windows の標準状態では、「ダイヤルアップアダプタ」び表示されている場合びあります 
び、これは LAN アダプタとは関係ありません。正常に LAN アダプタび動作していれば、必 
ず別に LAN アダプタ名び表示されています。 

-複数のアダプタ名びある場合は、 「 TCP / IP -> (ご使用の LAN アダプタ名)」と表示されます。 
•表示されるコンポーネントの種類は、ご使用の環境によって異なります。 TCP / IP に関す 
る設定だけを確認してください。 


〇下じド/片プ〇トコルが登録されていた場合は、操作©へ進みます。 TCP / iP ^ n トコルが登 
録されていない場合は下の手順で追加します。 


1. 〈ネットワーク〉画面で、 r 追力日 I ボタンをク U ックします。 

2. 〈ネットワークコンポーネントの種類と選択〉画面び表示されます。「プ□トコル」を 
選択し、 rwi ボタンをク U ックします。 

3. 〈ネットワークプ□トコルの選択〉画面び表示されます。「 TCP / IP 」を選択し、应 g 
ボタンをク U ックします。 

4. 〈ネットワーク〉画面に戻ります。「現在のネットワークコンポーネント」に TCP / IP び 
追加されます。 

@ TCP / IP -> (ご使用のアダプタ 
名)」を選択します。 


0 1プ□パティ I ボタンをクリックし 
ます。 



〇 rip アドレスを自動的に取得」因田^斗 

が異巧 （（T ) されている'マとを確 バインド I 説 i 設定 I Ne 旧 IOS I DNS 設定 I ザ-トウてィ | WINS 設定 IP アドレス| 


認します。 


IP アドレスは DHCP サーバーによって自お)的にこのコンピュータに童1|り当てら 

權茲掠認識個^^^^^^^ 


今 「 IP アドレスを指定」び選択さ 
れている場合は、変更してくだ 
さい。 


(I- IP アドレスを自か的(こ胁导蜡 


「广 IP アドレスが旨ミを) 
IP アドレス取 [ 


包〈 TCP / IP のプ□パティ〉画面で [ OKJ ボタンをクリックして画面を閉じます。続いて、 
〈ネットワーク〉画面で W ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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1. トラブルチェック 


包設定を変更した場合は、再起動するようにメッセージが表示されますので、再起動してく 
ださい。 

⑩これで設定は終わりです。本製品に接続するすべてのコンピュータの LAN アダプタを同じ 
ように設定してください。 


■ Checks 


) □—カル IP アドレスの確認 


Checks - 7を確認してもインターネットに接続できず、設定を変更しても設定 
ユーティ IJ ティに接続でさない場合は、 IP アドレスび正常に取得でさているかを 
チェックします。 


Windows XP の場さ 


〇[スタート]一[(すべての)プ□グラム]一[アクセサリ]一[コマンドプ□ンプト]の順にクリック 
します。 


0〈コマンドプ□ンプト〉画面が開 
きます。「>」あとに力ーソルが 
点滅している状態で、キーボ ー 
ドから fipconfigj と入力し、 
[ Enter 」 キーを巧します。 


コマンドブ□ンブト 


Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600] 

(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 

C： VDocuments and Sett ingsVtnain-user> ipconf ig 


※入力する文字は半角英数字です。入力三スをした場合は、 fBackSpace ^ キーを押して間 
違った文字のところまで削除して戻ります。このとさ、途中の文字だけを削除することは 
でさません。 

「" xxx " は、内部コマンド•••」と表示された場合は、入カミスです。もう一度入力してく 
ださい。 


01 P Address に「192.168.1. 
XXX 」（ XXX は任意の数字が表示さ 
れます)と表示されていることを 
確認してください。 


W indows IP ConT igurat ioi 


Ethernet adapter □—カルエリア接続： 

Connection-spec ific DNS Suffix 

IP Address. 

Subnet Mask . 

Default Gateway . 


192.168 .1.145 
255.255 .255.0 
192.168 .1.254 


今 3 組の数字に n 92.168 .IJ 外の数字が表示されている場合 

- Check 目 • 7をもう一度確認してください。 
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Chapter 4 付録編 


〇 n 92.168 . l.xxxj と表示され |' 

た場合は、〈コマンドプ□ンプト〉1 
画面で、今度は「>」あとに、 i 

キーボードから 「ping 192. i 

168.1 .2 已4」と入力し、 L 

I Enter I キーを巧します。 

0 正常であれば 、 「Reply from ’• •」と表示されます。 

吟違ラメッセージが表示される場合 

-機器の電源を切ってから、ケーブルの接続をちラー度確認してください。 
- Check 目 • 7をもう一度確認してから Checks を試してみてください。 


C:¥Documents and SettingsVmain-user>ping 192.168.1.254 

Pinging 192.168.1.254 with 32 bytes of data： 

Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time<1ms TTL 二 64 
Replay from 192.168.1.254 : byt es= お 1:i me く i ms TTL 二 64 
Rep I ay from 192.168.1.254： bytes=32 time<1ms TTL=64 
Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time<ltns TTL=64 


Windows Me/98 の場合 


〇[スタート]一[ファイル名を指定 
して実行]をクリックします。 


0 r 名前」に fwinipcfgj と入力 
します。 


01 0 K I ボタンをクリックします。 



〇 〈IP 設定〉画面が表示されます。 
rip アドレス」に n 92.168 . 1 . 
XXX 」（ XXX は任意の数字が表示さ 
れます)と表示されていることを 
確認してください。 



今3組の数字に「1日 2.1 目8.1」 m 外の数字び表示されている場合 

• I すべて書き換え 1 ボタンをク U ックします。 「192.1 目 8.1. XXX 」と表示されたかを確認し 
ます。 

•それでも、「192.1目8.1」1；(外の数字び表示されている場合は、 Check 目 -7 をもう一 
度確認してください。 

0 ri 92.168 . l . xxxj と表示された場合は、[スタート]一[プ□グラム]一[アクセサリ]一 
[ MS - DOS プ□ンプト]をクリックします。 
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1. トラブルチェック 


0 〈 MD - DOS プ□ンプト〉画面で、レ」あとに、力ーソルが点滅している状態で、キーボ ー 
ドから 「 pin 呂192.1巨 8.1.2 已4」と入力し、巧11^品っキーを巧します。 


※入力する文字は半角英数字です。入力三スをした場合は 、I Backspace ] キーを押して間 
違った文字のところまで削除して戻ります。このとさ、途中の文字だけを削除すること 
はでさません。 

「" xxx " は、内部コマンド•••」と表示された場合は、入力三スです。もラー度入力し 
て < ださい。 


〇正常であれば 、 「Reply from …」 
と表示されます。 


C：¥Windows>ping 192.168.1.254 

Pinging 192.168.1.254 with 32 bytes of data： 

Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 time<1ms TTL=64 
Rep I ay from 192.168.1.254: bytes=32 ■time<lms ttL=64 
Replay from 192.168.1.254: bytes=32 time<lms ttL=64 
Replay from 192.168.1.254: bytes=32 tiitie<1ms TTL=64 


吟違ラメッセージが表示される場合 

-機器の電源を切ってから、ケーブルの接続をちう一度確認してください。 
- Check 目 • 7をもう一度確認してから Checks を試してみてください。 
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んなとをは ^ 

LllJJ33d^ 

トラブルチェックには、記載されていない事項を説明します。 


•設定ユーティリティの設定を変更した5使えなくなった。 

今変更した内容を無効にでさる機能では、設定を無効にして接続してみてくだ 
さい。 


今「管理者設定」にある r ネリ期設定に戻ず 1 ボタンを使用してください。 
管理者設定一 P 44 


• LAN 上のコンピュータとデータの交換びできない。 

吟 LAN 上のコンピュータとデータを交換するには、それぞれのコンピュータに対 
してネットワーク設定をおこなう必要びあります。ネットワーク設定の方法に 
ついては、 LAN アダプタの説明書などをお読みください。 


•プリントサーバび使えない。 

吟本製品に接続したプ U ンタのプ U ンタドライバを各コンピュータにインストー 
ルする必要びあります。インス!-ールしていない場合は、プ U ンタの説明書を 
お読みになり、プ U ンタドライバをインス!-ールしてください。インス!-ール 
はコンピュータにプ U ンタを直接つなぐ場合と同じち法でかまいません。 

今本製品に付属の CD-R 日 M からプ IJ ントサーバ用のソフトウエアをインス I -ール 
してください。一 P 29 

吟プ U ンタ設定で使用するポートをプ U ントサーバ上のプ U ンタに設定してくだ 
さい。一 P 3] 


今本製品の IP アドレスを「] 92.168 .1.2 己4」から別の IP アドレスに変更した場 
合は、次の手順でプ U ンタの IP アドレスを変更してください。 

① P 32 の手順0の説明どおりの操作をして印刷先のポートを設定します。 


③ Windows XP では r ポートの構成 I ボタンを 、 Windows Me /98 では 
い ザートの設定 I ボタンをク U ックします。 


2. こんなとさは 


③プ U ンタの IP アドレスとして、本製品に設定した IP アドレスを入力します。 
(例 ) Windows Me で「] 92. 1目 8. 1日.2已4」に設定を変更した場合 



※必ず印刷先のポートを設定後にこの操作をしてください。 


④I OK ] ボタンをク U ックします。 


•Internet Explorer を起動すると「インターネット接続ウイザード」 
び表示される。 

今はじめて Internet Explorer を起動した場合に表示されることびあります。じ(下 
の手順でウイヴードを実行してください。 

①「インターネット接続を手動で設定するか、 □ ーカルエ U アネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択し 、 I 次へ I ボタンをク U ックします。 

-〈インターネット接続の設定〉画面び表示されます。 

③「□一カルエ U アネットワーク ( LAN ) を使ってインターネットに接続します」 
を選択し、ボタンをク U ックします。 

-〈□一カルエ U アネットワークのインターネット構成〉画面び表示されます。 

③「プ□キシサーバーの自動検出」び有効になっている場合は無効にします。す 
ベての項目び無効になっていることを確認し、ボタンをク U ックします。 
-〈インターネットメールアカウントの設定〉画面び表示されます。 


④ここでは「いいえ」を選択し、 へ I ボタンをク U ックします。 
※メールアカウントを設定したい場合は、メッセージに従って設定してください。 


⑥〈インターネット接続ウイヴードを終了します〉画面び表示されます。 「完了 I 
ボタンをク U ックします。 
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補ち 1 J-COM など @NetHome 系の設定 


CATV インターネットサービスの @ NetHome 系で旧基地局を使用している場合 
と、インターネットにはつなびるび、 © NetHome の fwww / mail / news/proxyj 
へ接続でさない場合は下の作業び必要です。 

参プ□バイダより通知された「コンピュータ名」を本製品の設定ユーティ IJ ティ 
の「動的 IP アドレス」にある「ホスト名」に入力します。 

♦ドメイン名を調べて、入力します。下の手順で実行してください。 

①モデムとコンピュータを直結している状態のままで、 DOS プ□ンプトから 
「 ipconfi 呂 / all 」 を実行します。 


③ Windows XP /2 日日日の場合は、 「 Connection - spec け ic DNS Suffix 」 に表 
示されている情報をメモします。 

Windows Me /98 の場合は、ホスト名をメモします。 


(例)コンヒユータ名. xyz 日. aa . home . ne.Jp 

この情報の xyz 日. aa . home . rie . jp の部分をメモしますにの内容は基地局によつ 
て異なります)。 

③本製品の 「 DHCP ヴーバ設赴にある「ドメイン名」に、この情報を入力します。 


妙 


新基地局の場をについての補足 

新基地局では、 MAC アドレスを2つまで記憶/管理できます。この場合は、下 
の2つのち法のラち、いずれかの作業び必要です。 

参ケーブルモデムの電源を数分間切ってメモ U を初期化する。 

♦管理者設定の 「WAN Mac アドレス」に今まで使用していた LAN アダプタの 
MAC アドレスを コピーす る。 
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2. こんなとさは 


補足 2 Mac OS での TCP / 口設定 


Mac OS では Mac OS X とそれ前の日 S で設定画面の表示ち法び異なります。 
ご使用になる 0 S に合わせてお読みください。 



■Mac OS 8. x および 9. x の場合 

コント□-ルパネルにある「 TCP / IP 」を開き、[経由先]をに化目の目りまたは 
「内蔵 Ethernet 」 に設定し、[設定ち法]を 「 DHCP ヴーバを参照」に設定してく 
ださい。 


舊択ずる 


舊択ずる 


■Mac OS X の場合 

次の手順で設定してください。 

①[アップルメニュー]一[システム環境設定]を選択します。 

③ 〈システム環境設定〉画面で[ネットワーク]をク U ックします。 

※ツールバーに[ネットワーク]び表示されていない場合は、[すべてを表示]をク U ックします。 

③ [ネットワーク]の该示」で「(内蔵)曰 hemet 」 を選択します。 

④ [ TCP / IP ] タブの「設赴で 「 DHCP ヴーバを参照」を選択します。 

⑥ \~^] ボタンをク U ックします。 

e 0 ネットヮ-ク ロ 

N B ^ 0 m 

すべてをを示；デイスフレイサウンドネットワークぜ動ディスク 
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阪： 06-64 已己 -6000 
岡： 092-482-600 日 
台： 022-268-6000 


電話番号 

東 

京： 

03-3940-6000 

名ち屋： 

0己 2-4 己 3-6000 

札 

幌： 

01 1-210-6000 

広 

島： 

082 -223-600 日 


ポートサービスについて ^ 

LUJJ33djI 

ラニー ド製品のヴポートサービスについては、下記の ラニー ド-ヴポートセン 
夕一へお電話または FAX でご連絡ください。ヴポート情報、製品情報に関しりま、 
FAX 情報、インターネットでも提供しております。なお、サポートサービスを受 
けるためには、必ずユーヴ登録をおこなってください。 


•ラニード.ブ□—ドバンドルータ専用サボート_ 

TEL: 03- 己 798-7900 FAX : 03-3444-820 己 


受付時間： 9:日日〜] 2:0013:日日〜] 9:日日(年中無休） 

※上記の電話番号は、ブ□ー ドバンドルータ専用です。 

•インターネット 

http :// www . elecom . co.jp 

• FAX 情報 サービス 

最寄りのサービス情報目日 X センターにお電話ください。 

ガイダンスに従って取り出したい情報の目日 X 番号を指示してください。 

メインメニュー BOX 番号媽供している情報の一覽び FAX されます） 

固固图國回回 


♦修理の依頼 

本製品び故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況を記入したをの 
を添えてご連絡ください。 

保証期間内 

まずは、上記のラニード-ヴポートセンターまで電話または FAX でご連絡くだ 
さし、。 


大福仙 


3. ヴポートサービスについて 


保証期間が 

東京都八王テ市子安町3-己 -2 セキエレクト□ニクス株式会社内 
エレコム修理センター 

電話番号 0426-31-0271 FAX 番号0426 -3]-0272 
受付時間月曜日〜金曜日9:日日〜12:日日 ] 3:日日〜17:日日 

(ただし、祝祭日および夏期-年末年始特定休業日は除く） 
《 FAX による受信は24時間おこなっております。 


•ヴポートセンターへお電話される前に 

サポートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

-このマニュアルの P 6 日からの「1.トラブルチェック」および「2.こんなとさは」 
をお読みになりましたか。まだ、お読みでない場合は、お電話の前にお読みく 
ださい。 

-システムを起動でさる場合は、起動した状態でお電話ください。 

-異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話び可能な場合は、コン 
ピュータの前からお電話をおかけください。実際に操作しなびらチェックでき 
ますので、解ミ夫しやすくなります。 

- FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシーりに、できるだけ詳しい内 
容をご記入 < ださい。 


次のことをお調べください。 


♦ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している日 S : 

使用しているコンピュータ本体(メーカーおよび型番)： 

ネットワークを構成するコンピュータの台数と 0 S の構成： 
ネットワークを構成するその他の関連機器 ( HUB 、 ルータ等）： 

參具体的な現象に ついて 

具体的な現象： 

事前にお客様び試みられた事項(あればお伝えください)： 
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Chapter 4 


I 车本仕様 


.r 。 




商品名 

ブ□ー ドバンドルータ 

製品型番 

LD - BBR 4 M 3 

WAN 側インターフェイス 

10/10日 Mbps RJ 4 己ポート XI 

LAN 側インターフェイス 

10/100 Mbps RJ 4 己ワークステーシヨンポート X 4 

規格 

IEEE 802.3 / IEEE 802.3 U 

対応回線 

CATV インターネット接続、 xDSL 回線、 FTTH 回線 

通信速度 

WAN 側：10 /100 Mbps 、 LAN 側：10/1 00 Mbps 

ァドレス変換方式 

NAT / IP マスカレード 

対応プ〇トコル 

TCP/IP 

セキュリティ 

MAC アドレスフィルタリング、パケットフィルタリング、 

簡易フアイヤーウォール (DoS • SPI )、 VPN ( IPSec ) 

MAC アドレス 

IK 

プリンタポート 

D - Sub 2 己ピン 

電源/消費電力 

電源： DC 己 V ( AC アダプタによる） 2 A 消費電力：最大8.日 W 

対応日 S 

Windows XP / Me /98/2000 

動作温度 

動作時： 〇む〜40む保管時； -1 0む〜目〇む 

動作湿度 

動作時：日％〜8日％保管時；日〜8日％ 

外形寸法/重量 

幅221 X 奥行 133 X 高さ 32 mm (突起物を除く)/目10呂 

付属品 

AC アダプタ、 CD - R 日 M ディスク、セットアップガイド、 

ユーヴーズマニュアル、保証書 


ブ□-ドバンドルータ LD - BBR 4 M 3 
ユー ヴーズマニュアル 

発行エレコム株式会社 2002年12月2曰第1版2刷 
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